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《
日
本
研
究
所
主
催
講
演
会　

講
演
録）

（
（

》

明
治
一
五
〇
年
　
神
田
佐
野
文
庫
公
開
記
念

洋
学
貴
重
資
料
に
み
る
絵
と
言
葉
―
江
戸
か
ら
明
治
へ
―

松
田
　
　
清

は
じ
め
に

神
田
佐
野
文
庫

た
だ
い
ま
紹
介
に
あ
ず
か
り
ま
し
た
松
田
で
す
。
こ
こ
に
掲
げ
ま
し

た
同
じ
テ
ー
マ
で
、
一
一
月
一
日
よ
り
附
属
図
書
館
で
展
示
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
展
示
目
録
を
お
手
元
に
配
布
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ほ
ぼ
展
示
の
順
序
に
そ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
お
話
し
い
た
し
ま
す
。

展
示
資
料
は
全
部
で
三
九
点
で
す
。
附
属
図
書
館
展
示
室
の
入
口
左

手
か
ら
、
ま
ず
北
方
・
ア
イ
ヌ
関
係
資
料
を
四
点
、
次
に
左
と
正
面
の

壁
面
に
蘭
学
資
料
一
四
点
、
右
の
壁
面
に
英
学
資
料
二
一
点
、
そ
れ
ぞ

れ
展
示
ケ
ー
ス
で
御
覧
い
た
だ
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。

神
田
佐
野
文
庫
は
昨
年
、
本
学
の
開
学
三
〇
周
年
を
契
機
と
し
て
附

属
図
書
館
に
設
置
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
の
構
成
は
次
の
通
り
で
す
。

1
．
神
田
外
語
グ
ル
ー
プ
会
長
、
故
佐
野
隆
治
氏
収
集

　
　
　

若
林
正
治
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
洋
学
資
料　

一
四
三
〇
点

　
　
　

日
本
関
係
洋
書　
　
　
　
　
　
　
　
　

約
六
〇
〇
点

2
．
二
〇
一
七
年
以
降　

新
規
購
入
貴
重
資
料

　
　
　
　

シ
ー
ボ
ル
ト
『
日
本
』
図
巻 1852

（32

～
）

　
　
　
　

ジ
ャ
ワ
植
物
図
譜
（
宇
田
川
榕
菴
・
辻
蘭
室
筆1818

）

　
　
　
　

一
八
一
五
年
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
役
銅
版
図
・
メ
ダ
ル
一
式

今
年
七
月
一
二
日
か
ら
、
ま
ず
蘭
学
資
料
二
〇
五
点
に
つ
い
て
、
こ

の
一
一
月
一
か
ら
英
学
資
料
六
九
五
点
に
つ
い
て
、
電
子
目
録
を
公
開

し
、
資
料
の
利
用
公
開
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

今
回
の
展
示
資
料
三
九
点
は
、
こ
の
文
庫
か
ら
精
選
し
た
貴
重
資
料

で
す
。「
彩
色
ジ
ャ
ワ
植
物
図
譜
」
の
原
本
を
展
示
室
で
御
覧
い
た
だ

け
ま
す
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、
三
号
館
に
こ
の
た
び
新
設
さ
れ
ま
し
た

常
設
展
示
コ
ー
ナ
ー
に
、
そ
の
原
本
か
ら
作
成
し
ま
し
た
マ
ッ
ト
装
丁
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の
複
製
を
六
枚
展
示
し
て
お
り
ま
す
。

明
治
一
五
〇
年

さ
て
、
明
治
改
元
か
ら
一
五
〇
年
の
今
日
、
江
戸
か
ら
明
治
へ
の
転

換
を
、
ま
た
、
こ
の
一
五
〇
年
間
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
の
か
。
私

は
二
つ
の
視
点
か
ら
考
え
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
つ
は
一
世
紀
ほ

ど
溯
っ
て
一
七
七
〇
年
代
の
世
界
史
か
ら
考
え
る
視
点
で
す
。
一
七
七

〇
年
代
は
島
国
イ
ギ
リ
ス
が
イ
ン
ド
大
陸
支
配
に
よ
り
、
経
済
的
発
展

を
始
め
た
時
代
で
す
。
欧
州
大
陸
で
は
日
本
人
を
「
ア
ジ
ア
の
イ
ギ
リ

ス
人
」
と
捉
え
、
日
本
へ
の
関
心
が
高
ま
り
ま
し
た
。
ピ
エ
ー
ル
・
ク

ロ
ー
ド
・
ル
ジ
ュ
ー
ヌ
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
が
『
日

本
及
び
日
本
人
に
関
す
る
批
判
的
哲
学
的
考
察）

（
（

』
と
題
す
る
フ
ラ
ン
ス

語
の
書
物
を
一
七
八
〇
年
に
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
出
版
し
、
そ
の
中

で
、
日
本
人
は
豪
毅
か
つ
禁
欲
的
だ
、
し
か
も
高
い
士
気
を
保
つ
と
い

う
点
が
イ
ギ
リ
ス
人
と
共
通
し
て
い
る
、
と
肯
定
的
に
評
価
し
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、「
日
本
人
は
ア
ジ
ア
の
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
る
」
と
最

初
に
唱
え
た
の
は
、
ル
ジ
ュ
ー
ヌ
よ
り
も
先
に
、
同
じ
く
カ
ト
リ
ッ
ク

の
学
僧
シ
ャ
ル
ル
ヴ
ォ
ア
（
一
六
八
二
～
一
七
六
一
）
で
し
た
。
た
だ

し
、
シ
ャ
ル
ル
ヴ
ォ
ア
は
日
英
共
通
の
自
死
の
伝
統
を
、
非
キ
リ
ス
ト

教
的
な
欠
点
と
非
難
し
た
の
で
し
た
。

一
七
七
〇
年
代
の
世
界
を
概
観
し
ま
す
と
、
イ
ギ
リ
ス
に
よ
っ
て
イ

ン
ド
を
追
い
出
さ
れ
た
フ
ラ
ン
ス
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
支
配
を
批

判
し
続
け
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
革
命
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
の
背
景
に
は
、

西
欧
に
お
け
る
英
仏
の
経
済
的
対
立
が
あ
り
ま
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
は
蘭

領
東
イ
ン
ド
の
支
配
を
維
持
し
て
い
ま
し
た
。
日
本
で
は
蘭
学
が
勃
興

し
ま
し
た
が
、
そ
の
地
理
的
背
景
の
第
一
は
南
方
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ

の
植
民
地
支
配
で
あ
り
、
第
二
は
北
方
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
脅
威
で
し

た
。
女
帝
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
二
世
は
東
方
進
出
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
不

凍
港
を
求
め
る
南
下
政
策
を
進
め
ま
し
た
。
中
国
大
陸
で
は
清
の
乾
隆

帝
（
在
位
一
七
三
五
～
九
六
）
が
漢
文
化
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、
周

辺
諸
民
族
を
攻
め
、
最
大
版
図
を
実
現
し
ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

は
独
立
（
一
七
七
六
）
後
、
西
方
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
開
拓
に
邁
進
し
て

い
ま
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地
で
し
た
。

日
本
で
は
一
七
七
〇
年
代
に
蘭
学
が
勃
興
し
ま
し
た
。
前
野
良
沢
ら

の
『
解
体
新
書
』
翻
訳
・
出
版
（
一
七
七
四
）
は
、
本
朝
・
唐
・
天
竺

の
三
大
文
明
観
か
ら
脱
却
す
る
出
発
点
と
な
り
ま
し
た
。

明
治
一
五
〇
年
の
意
義
を
考
え
る
第
二
の
視
点
は
、
江
戸
か
ら
明
治

へ
の
文
明
の
転
換
と
い
う
視
点
で
す
。
幕
府
は
開
国
（
一
八
五
四
）
に

よ
っ
て
欧
米
を
モ
デ
ル
と
す
る
文
明
開
化
を
先
導
し
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
幕
府
は
文
教
政
策
に
お
い
て
、
和
学
・
漢
学
か
ら
「
洋
学
」
推
進

へ
と
舵
を
切
り
ま
し
た
。
明
治
維
新
は
王
政
復
古
の
形
の
も
と
、
天
皇

の
軍
隊
を
創
出
し
ま
し
た
。
こ
の
士
族
解
体
の
プ
ロ
セ
ス
は
西
南
戦
争

で
完
結
し
ま
し
た
。
明
治
政
府
は
幕
府
の
「
洋
学
」
路
線
を
継
承
発
展

さ
せ
、
殖
産
興
業
、
富
国
強
兵
を
推
進
し
ま
し
た
。
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以
上
、
二
つ
の
視
点
を
合
わ
せ
ま
す
と
、
明
治
一
五
〇
年
は
、
よ
り

広
い
時
空
の
も
と
、「
洋
学
」
二
五
〇
年
と
し
て
考
え
る
の
も
有
効
か

と
思
い
ま
す
。
し
か
も
、
島
国
日
本
は
江
戸
時
代
か
ら
、
蝦
夷
、
ロ
シ

ア
、
唐
（
支
那
）、
朝
鮮
、
琉
球
、
西
欧
諸
国
（
西
葡
蘭
英
仏
独
）、
ア

メ
リ
カ
な
ど
と
、
直
接
間
接
に
接
触
・
交
流
し
て
き
ま
し
た
。
し
た

が
っ
て
、「
洋
学
」
は
「
西
洋
」
学
で
は
な
く
「
洋
」
学
と
し
て
、
日

本
に
お
け
る
複
数
の
文
明
学
と
な
る
は
ず
で
す
。
と
て
も
不
十
分
で
す

が
、
神
田
佐
野
文
庫
か
ら
選
ん
だ
、
北
方
・
ア
イ
ヌ
関
係
資
料
四
点
、

蘭
学
資
料
一
四
点
、
英
学
資
料
二
一
点
を
こ
の
文
明
交
流
史
の
視
点
か

ら
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

洋
学
貴
重
資
料
展
を
北
方
・
ア
イ
ヌ
関
係
資
料
か
ら
始
め
た
の
は
、

蘭
学
は
当
初
か
ら
、
南
下
す
る
ロ
シ
ア
に
対
抗
し
て
幕
府
が
進
め
た
海

外
事
情
研
究
と
い
う
重
要
な
役
目
を
担
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
蘭
学
の

心
理
的
背
景
に
は
、
後
の
日
露
戦
争
ま
で
続
く
ロ
シ
ア
恐
怖
症
が
あ
っ

た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
同
時
に
、
蝦
夷
地

や
ロ
シ
ア
か
ら
も
た
ら
さ
れ
る
様
々
の
文
物
や
情
報
は
、
江
戸
後
期
社

会
に
階
層
を
越
え
た
異
国
趣
味
の
流
行
を
生
み
出
し
た
か
ら
で
す
。
異

国
趣
味
は
西
洋
趣
味
だ
け
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。

一
、
北
方
・
ア
イ
ヌ
関
係
資
料

1　

蝦え

夷ぞ

地ち

歌か

仙せ
ん　

蝦
夷
地
取
締
御
用　

羽は

太ぶ
と

正ま
さ

養や
す

作

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
作　

文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）
写

作
者
は
教
養
あ
る
旗
本
で
す
。
異
国
、
異
民
族
の
文
化
に
触
れ
た
と

き
、
和
歌
や
漢
詩
を
作
る
の
は
江
戸
時
代
の
教
養
人
の
通
例
で
し
た
。

羽
太
は
寛
政
一
一
年
（
一
七
九
九
）
以
来
、
蝦
夷
地
御
用
掛
の
任
に
あ

り
ま
し
た
。
ク
ナ
シ
リ
島
を
視
察
し
た
際
に
、「
夷
人
」（
ア
イ
ヌ
）
の

風
俗
を
詠
ん
だ
歌
仙
を
作
り
、
頭
注
で
風
俗
を
解
説
し
て
い
ま
す
。
歌

仙
は
長
句
（
五
七
五
）、
短
句
（
七
七
）
を
交
互
に
し
て
都
合
三
六
句

か
ら
な
り
ま
す
。
幕
府
は
蝦
夷
地
経
営
を
本
格
化
さ
せ
る
た
め
、
享
和

二
年
（
一
八
〇
二
）
年
羽
太
を
初
代
蝦
夷
奉
行
（
の
ち
箱
館
奉
行
）
に

任
命
し
ま
し
た
。
こ
の
歌
仙
の
一
部
を
読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
目
録
の

補
遺
を
御
覧
下
さ
い
。

ち
ぐ
は
ぐ
も
揃
へ
ぞ
揃
ふ
宝
も
の

礼
儀
正
し
く
大お

お

胡あ
ぐ

ら
か
く

ア
イ
ヌ
の
首
長
は
日シ

本ャ

人モ

か
ら
不
揃
い
の
漆
器
を
入
手
し
て
宝

物
に
し
て
い
る
。
礼
儀
正
し
い
け
れ
ど
も
、
正
座
で
は
な
く

胡あ
ぐ
ら座

を
か
い
て
い
る
。
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カ
モ
イ
呑の
む

初
心
ら
し
く
も
手
を
引
か
れ

地
黒
地
赤
も
鬚
に
う
る
さ
き

カ
モ
イ
呑
む
と
は
「
公
儀
御
役
人
ノ
前
ヘ
召
サ
レ
酒
ヲ
賜
ハ

ル
」
こ
と
。
首
長
た
ち
は
ア
イ
ヌ
語
通
訳
に
手
を
引
か
れ
、
奉

行
の
前
に
出
て
、
大
盃
の
酒
を
賜
る
が
、
赤
や
黒
の
漆
塗
り
の

大
盃
も
、
長
い
鬚ひ

げ

の
邪
魔
に
な
る
。

仲
人
も
手
伝
ふ
口
の
入
レ
ほ
く
ろ

ひ
ょ
ん
な
物
見
て
贖
つ
ぐ
の
いを
出
す

ア
イ
ヌ
の
女
性
は
成
人
す
る
と
、
仲
人
の
手
助
け
で
、
口
の
ま

わ
り
に
入
れ
墨
を
す
る
。
日
本
女
性
の
お
歯
黒
の
よ
う
な
も
の

だ
。
男
も
女
も
相
手
の
陰
部
を
眼
に
す
る
と
罰
と
し
て
償
い
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

咄は
な
しに

も
き
か
ぬ
ハ
鰹
か
つ
お 

郭
ほ
と
と
ぎ
す公

九
夏
三
伏
シ
ャ
モ
ノ
綿
入

蝦
夷
地
で
は
、
夏
の
名
物
で
あ
る
鰹
や
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
話
を
、

ま
っ
た
く
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
九
夏
（
夏
の
九
十
日
間
）
三

伏
（
夏
の
盛
り
）
の
暑
い
季
節
も
、
ア
イ
ヌ
の
人
々
は
日
本
人

（
シ
ャ
モ
）
か
ら
も
ら
っ
た
綿
入
れ
を
着
て
過
ご
す
。

2　

大
黒
屋
光
太
夫
ロ
シ
ア
文
字
「
福
寿
」　

一
八
一
〇
年
代

縦
三
一
㎝
、
横
四
七
㎝
の
和
紙
に
墨
と
筆
で
、「Ф

У
К
Ж
ｉ
Ю

／ｉС
Е

. Д
а
ы

.Коо
.

」（
フ
ク
ジ
ュ 

／
イ
セ　

ダ
イ
コ
ー
）
と
二
行
書
き

し
て
い
ま
す
。「
福
寿　

伊
勢　

大
光
」
の
意
味
で
す
。

伊
勢
の
港
町
白し

ろ

子こ

の
船
頭
大
黒
屋
光
太
夫
（
一
七
五
一
～
一
八
二

八
）
は
一
七
八
三
年
一
月
一
五
日
に
遭
難
し
、
ロ
シ
ア
に
漂
流
。
ロ
シ

ア
の
女
帝
エ
カ
テ
リ
ー
ナ
二
世
の
許
可
を
得
て
、
一
七
九
二
年
一
〇
月

九
日
、
使
節
ア
ダ
ム
ス
・
ラ
ク
ス
マ
ン
に
送
ら
れ
て
、
一
〇
年
ぶ
り

に
、
部
下
の
小こ

市い
ち

、
磯
吉
と
と
も
に
根
室
に
帰
国
し
ま
し
た
。
翌
年
、

©Kanda Sano Library, KUIS.
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小
市
は
根
室
で
病
死
し
ま
し
た
が
、
光
太
夫
と
磯
吉
は
江
戸
に
移
送
さ

れ
、
幕
府
の
対
ロ
シ
ア
政
策
に
必
要
な
貴
重
な
ロ
シ
ア
情
報
を
も
た
ら

し
ま
し
た
。
一
七
九
三
年
一
〇
月
、
二
人
は
将
軍
家い

え

斉な
り

の
上
覧
を
受
け

て
時
の
人
と
な
り
ま
し
た
。
将
軍
侍
医
・
蘭
学
者
の
桂
川
甫
周
は
光
太

夫
か
ら
ロ
シ
ア
事
情
を
聞
き
取
り
、
翌
年
、
日
本
最
初
の
本
格
的
な
ロ

シ
ア
研
究
書
『
北ほ

く

槎さ

聞ぶ
ん 

略り
ゃ
く』

を
著
し
ま
し
た
。

光
太
夫
の
ロ
シ
ア
体
験
談
と
ロ
シ
ア
文
字
は
支
配
層
や
知
識
人
だ
け

で
な
く
、
庶
民
の
耳
目
も
集
め
ま
し
た
。
持
ち
帰
っ
た
ロ
シ
ア
の
文

物
、
衣
服
、
生
活
用
具
は
鎖
国
下
の
庶
民
の
好
奇
心
を
刺
激
し
、
当
時

各
地
で
流
行
し
た
見
せ
物
に
出

品
さ
れ
、
引
っ
張
り
だ
こ
と
な

り
ま
し
た
。
と
く
に
光
太
夫
自

筆
の
ロ
シ
ア
文
字
は
珍
し
が
ら

れ
、
光
太
夫
は
方
々
か
ら
求
め

ら
れ
て
ロ
シ
ア
文
字
の
書
を
揮

毫
し
ま
し
た
。

寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
八

月
、
名
古
屋
大
須
の
寺
で
開
催

さ
れ
た
漂
民
小
市
の
遺
品
展
に

は
、
ロ
シ
ア
文
字
で
「
今
啼な

い

た

声
は
た
し
か
に
時ほ

と
と
ぎ
す鳥

」
と
墨
書

し
た
掛
物
が
出
品
さ
れ
ま
し

た
。
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）、
光
太
夫
は
許
さ
れ
て
故
郷
の
白
子
に

帰
り
ま
し
た
。
こ
の
年
、
京
都
の
蘭
学
者
辻
蘭
室
は
光
太
夫
の
書
い
た

ロ
シ
ア
文
字
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
入
手
し
、
言
語
学
的
な
分
析
を
加

え
て
い
ま
す
。

光
太
夫
自
筆
の
ロ
シ
ア
文
字
墨
書
は
所
在
不
明
と
な
っ
た
も
の
も
含

め
て
、
現
在
ま
で
に
四
〇
点
ほ
ど
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
光
太
夫
の
出
身

地
、
三
重
県
鈴
鹿
市
若
松
町
に
あ
る
光
太
夫
記
念
館
に
は
、
そ
の
う
ち

二
〇
点
が
収
集
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ロ
ハ
文
字
（
一
三
例
）、
ツ
ル

（
六
例
）
に
つ
い
で
多
い
の
が
「
フ
ク
ジ
ュ
」
で
す
。「
フ
ク
ジ
ュ
」
は

こ
れ
ま
で
四
点
知
ら
れ
て
お
り
（
う
ち
一
点
は
所
在
不
明
）、
本
文
庫

の
「
フ
ク
ジ
ュ
」
は
五
例
目
と
な
り
ま
す
。
過
去
四
点
の
「
フ
ク
ジ
ュ
」

の
墨
書
の
う
ち
最
も
古
い
日
付
は
、「
文
化
九
年
申
歳
五
月
吉
日　

大

光
書　

六
十
弐
翁
」
と
あ
る
も
の
で
、
同
じ
日
付
の
も
の
が
別
に
一

枚
、
六
七
歳
の
も
の
が
一
枚
、
日
付
も
歳
も
な
い
も
の
が
一
枚
あ
り
ま

す
。ツ

ル
（
六
例
）、
カ
メ
（
二
例
）、
マ
ツ
（
一
例
）
は
長
寿
を
象
徴
す

る
め
で
た
い
文
字
で
す
。
フ
ク
ジ
ュ
（
五
例
）
も
同
様
で
す
が
、
そ
の

ロ
シ
ア
文
字
に
よ
る
ロ
ー
マ
字
書
き
が
庶
民
の
趣
味
に
合
い
、
相
当
流

布
し
た
と
思
わ
れ
ま
す）

（
（

。

蘭
学
の
普
及
と
と
も
に
オ
ラ
ン
ダ
語
の
ロ
ー
マ
字
墨
書
が
為
政
者
や

学
者
・
知
識
人
、
富
裕
な
好
事
家
に
好
ま
れ
、
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
は
彼
ら

の
求
め
に
応
じ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
人
の
手
を
ま
ね
て
内
職
と
し
ま
し
た
。
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こ
う
し
た
現
象
と
比
べ
ま
す
と
、
漂
民
光
太
夫
の
ロ
シ
ア
文
字
は
よ
り

庶
民
的
で
、
光
太
夫
は
庶
民
の
ス
タ
ー
的
存
在
と
し
て
、
一
時
的
に
せ

よ
、
ロ
シ
ア
に
対
す
る
庶
民
的
な
異
国
趣
味
を
巻
き
起
こ
し
た
と
言
え

ま
す
。

ま
た
、
ツ
ル
、
カ
メ
、
フ
ク
ジ
ュ
は
文
化
年
間
（
一
八
〇
四
～
一

八
）
に
巻
き
起
こ
っ
た
園
芸
ブ
ー
ム
と
無
縁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
光
太

夫
が
こ
う
し
た
め
で
た
い
言
葉
を
ロ
シ
ア
文
字
で
書
い
た
の
は
当
時
の

福
寿
草
ブ
ー
ム
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
福
寿
草
の
鉢
植
え

が
流
行
し
、
染
め
付
け
の
鉢
に
は
ツ
ル
や
カ
メ
や
七
福
神
が
画
か
れ
て

い
ま
し
た）

（
（

。
晩
年
の
光
太
夫
は
「
フ
ク
ジ
ュ
」
と
ロ
シ
ア
文
字
を
墨
書

す
る
た
び
に
、
ロ
シ
ア
の
厳
し
い
冬
に
耐
え
て
生
き
長
ら
え
、
帰
国
で

き
た
喜
び
を
福
寿
草
に
見
い
だ
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
書
は
大
変
力
強
い
筆
致
で
、
彼
の
意
志
の
強
さ
も
感
じ
取
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

蘭
学
の
勃
興
と
と
も
に
、
オ
ラ
ン
ダ
文
字
に
対
す
る
異
国
趣
味
が
盛

ん
に
な
り
ま
し
た
が
、
ロ
シ
ア
文
字
は
さ
ら
に
一
層
珍
し
い
も
の
で
し

た
。
ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
文
字
の
読
み
書
き
に
対
す
る
関
心
は
国
学
者
や

戯
作
者
に
ま
で
広
ま
り
ま
し
た
。

3　

和お
ら
ん
だ
も
じ
は
や
よ
み

蘭
文
字
早
読
伝で
ん

授じ
ゅ　

田た

宮み
や 

仲ち
ゅ
う 

宣せ
ん

（
廬ろ

橘き
つ

庵あ
ん

）
編

文
化
一
一
年
（
一
八
一
四
）　

浪
速
書
房
刊　

折
本　

一
帖　

二

九
折　

跋
文
「
環
靭
岡
誌
」

編
者
の
田
宮
仲
宣
は
戯
作
者
で
す
。
号
を
「
廬ろ

橘き
つ

庵あ
ん

」
と
い
い
、
跋

文
の
後
に
「
廬
橘
庵
先
生
著
書
目
」
が
あ
り
ま
す
。
奥
付
「
文
化
十
一

稔
甲
戌
春　

浪
速
書
房
心
斎
橋
通
」
に
「
尾
原
仁
哉
什
用
」
と
墨
書
が

あ
り
ま
す
。
表
紙
の
「
三
柳
居
杉
浦
氏
蔵
書
記
」
と
い
う
六
角
形
の
蔵

書
印
は
、
大
正
、
昭
和
前
期
の
京
都
の
蔵
書
家
・
収
集
家
、
杉
浦
三
郎

兵
衛
（
号
は
丘
園
）
の
も
の
で
す
。
杉
浦
の
収
集
書
は
丁
寧
に
解
題
を

墨
書
し
た
薄
緑
色
の
用
箋
が
必
ず
挿
入
さ
れ
て
い
ま
す
。
神
田
佐
野
文

庫
の
若
林
正
治
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
こ
の
用
箋
を
挿
入
し
た
蘭
学
資
料

が
相
当
数
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す）

（
（

。
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4　

魯ろ

西し

亜あ

以い

呂ろ

波は　

イ
ワ
ン
・
マ
ホ
ワ
（Ivan M

akhova

）
著

一
八
六
一
年
（
文
久
元
）　

箱
館　

鈴
木
重
吉
刊　

コ
シ
ケ
ー

ヴ
ィ
チ
所
贈

コ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
は
ロ
シ
ア
帝
国
の
初
代
駐
日
領
事
で
す
。
著
者
イ

ワ
ン
・
マ
ホ
ワ
は
箱
館
の
駐
日
領
事
館
付
き
司
祭
で
す
。
表
紙
の
見
返

し
の
書
き
入
れ
は
、「
魯
西
亜
ゴ
シ
ケ
ミ
ツ
所
贈
之
書
也　

芝
赤
羽
根

外
国
人
旅
宿
ニ
於
て　

田
原
毅
」「
こ
し
け
ミ
つ
お
く
る
所
の
魯
の
い

ろ
は　

既
に
二ハ

タ
ト
セ

十
年
昔
し
と
ぞ
な
る　

田
原　

毅
」
と
判
読
さ
れ
ま

す
。
後
表
紙
に
は
「
魯
西
亜
以
呂
波　

文
久
元
年
酉
年
三
月
朔
日
」
の

墨
書
が
あ
り
ま
す
。
一
八
六
一
年
四
月
一
〇
日
に
あ
た
り
ま
す
。

コ
シ
ケ
ー
ヴ
ィ
チ
は
橘
耕
斎
と
の
共
編
で
、
和
露
辞
典
『
和
魯
通
言

比
考
』（
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
、
一
八
五
七
）
を
著
し
ま
し
た
。

5　

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
著　

ア
イ
ヌ
昔む

か
し 

噺ば
な
し　

仙
境
の
狩
人

明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
四
月
一
三
日
版
権
免
許　

弘
文
社

（
長
谷
川
武
次
郎
）
版

AIN
O

 FAIRY TALES　

By B. H
. C

ham
berlain　

N
o. 1.

TH
E

 H
U

N
TE

R
 IN

 FA
IR

Y
 LA

N
D

.　

Ticknor &
 C

o., 
Boston　

Published by the KO
BU

N
SH

A, TO
KYO

.

バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
（Basil H

all Cham
berlain, 

1851
～1935

）
は
英
国
の
日
本
研
究
家
で
す
。
明
治
六
年
（
一
八
七

三
）
年
来
日
し
、
海
軍
兵
学
校
の
教
師
を
経
て
、
明
治
一
九
年
（
一
八

八
六
）
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
教
師
と
な
り
ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
語
の
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研
究
に
も
従
事
し
、
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
病
気
の
た
め
帰
国

し
ま
し
た
。

長
谷
川
武
次
郎
（
弘
文
社
）
は
縮
緬
本
「
日
本
昔
噺
」
シ
リ
ー
ズ

（
明
治
一
八
年
～
）
の
出
版
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
木
版
多
色
刷
り

の
本
書
は
縮
緬
紙
で
は
な
く
、
普
通
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
表
紙
は

ア
イ
ヌ
衣
服
の
図
柄
で
四
辺
を
囲
み
、
ア
イ
ヌ
の
鉢
、
毒
矢
、
弓
、
矢

筒
を
配
し
て
い
ま
す
。

二
、
蘭
学
資
料

6　

火か
か
ん浣
布ふ

図

W
illem

 van R
anouw

, K
ab

inet d
er natuurlyke 

historien,w
etenschappen,konsten en handw

erken.
Am

sterdam
, 1719-23. 7 （of 9

） vols.

ウ
ィ
レ
ム
・
フ
ァ
ン
・
ラ
ー
ナ
ウ
『
博
物
・
学
芸
・
技
芸
陳
列
館

雑
誌
』（
第
8
巻
第
43
図　

Fig.13.

～Fig.15.

）

ラ
ー
ナ
ウ
は
オ
ラ
ン
ダ
の
フ
ラ
ー
ネ
ケ
ル
市
長
を
務
め
医
学
博
士
で

も
あ
っ
た
著
述
家
で
す
。
彼
の
編
集
刊
行
し
た
本
書
は
知
識
の
普
及
と

い
う
一
八
世
紀
前
半
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
啓
蒙
思
想
を
よ
く
表
し
て
い
る
隔

月
刊
の
博
物
雑
誌
で
す
。
本
書
は
蘭
学
勃
興
期
の
天
明
年
間
（
一
七
八

〇
年
代
）
に
舶
載
さ
れ
、
前
野
良
沢
（
一
七
二
三
～
一
八
〇
三
）
ら
蘭

学
社
中
の
「
火
浣
布
」（
ア
ス
ベ
ス
ト
の
古
代
中
国
名
）
研
究
に
利
用

さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
も
の
で
す
。
旧
蔵
者
は
良
沢
の
門
人
で
パ
ト
ロ

ン
で
も
あ
っ
た
、
紀
州
徳
川
家
の
九
男
頼よ

り

徳や
す

、
の
ち
の
桑
名
藩
主
松
平

忠た
だ

和と
も

（
一
七
五
九
～
一
八
〇
二
）
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
前
野
良
沢
の
蘭

学
仲
間
、
宇
田
川
玄
随
（
槐
園
、
一
七
五
五
～
九
七
）
は
本
書
の
ハ
ー

フ
タ
イ
ト
ル
「K

onst Cabinet

」
と
採
っ
て
『
諸
術
秘
蔵
』
と
呼
び

ま
し
た
。
な
か
な
か
の
名
訳
で
す
。

良
沢
を
指
導
者
と
す
る
『
解
体
新
書
』（
一
七
七
四
）
の
翻
訳
グ
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ル
ー
プ
は
西
洋
医
学
だ
け
で
な
く
博
物
学
、
地
理
歴
史
、
天
文
測
量
の

研
究
に
も
取
り
組
み
ま
し
た
。
当
時
、
入
手
困
難
な
珍
品
と
し
て
評
判

と
な
っ
て
い
た
「
火
浣
布
」
も
グ
ル
ー
プ
の
探
求
心
の
対
象
と
な
り
ま

し
た
。
良
沢
は
こ
の
『
諸
術
秘
蔵
』
の
ア
ス
ベ
ス
ト
記
事
と
、
ボ
イ
ス

編
訳
『
新
修
学
芸
百
科
事
典
』
の
ア
ス
ベ
ス
ト
項
目
を
も
と
に
、
天
明

三
年
（
一
七
八
三
）
頃
、
漢
訳
「
火
浣
布
」（
訳
説
）
を
著
し
ま
し
た
。

ボ
イ
ス
は
良
沢
と
ほ
ぼ
同
世
代
で
、
英
語
に
堪
能
な
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

の
辞
書
編
纂
者
で
す
。

良
沢
は
本
書
第
八
巻
の
銅
版
折
込
図
版
の
ア
ス
ベ
ス
ト
図
（
上
掲
）

か
ら
五
図
を
模
写
し
、
火
浣
布
の
名
称
、
産
地
、
種
類
、
形
状
、
薬
効

の
部
分
を
抄
訳
し
ま
し
た
が
、
ラ
ー
ナ
ウ
の
原
文
は
良
沢
の
オ
ラ
ン
ダ

語
力
を
越
え
る
部
分
が
多
く
、
誤
訳
が
目
立
ち
ま
す
。

７　

 

医い

範は
ん

提て
い

綱こ
う

内な
い

象し
ょ
う

銅ど
う

版ば
ん

図ず　

宇う

田だ

川が
わ

榛し
ん

斎さ
い

著　

亜あ

欧お
う

堂ど
う

田で
ん

善ぜ
ん

鐫　

文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）　

青
黎
閣
須
原
屋
伊
八
刊
一
帖　

第
五

十
一
図　

全
躯
骨
骸　
　

第
五
十
二
図
見
卵
漸
成
胎
（
卵
漸
く
胎

を
成
す
を
見
る
）

本
書
は
日
本
最
初
の
銅
版
解
剖
図
譜
で
す
。
そ
の
簡
明
な
漢
文
説
明

に
よ
っ
て
、
本
文
編
『
和
蘭
内
景
医
範
提
綱
』（
文
化
二
年
一
八
〇
五

刊
）
と
と
も
に
、
幕
末
ま
で
解
剖
知
識
の
普
及
に
貢
献
し
ま
し
た
。
著

者
宇
田
川
榛
斎
（
玄
真
、
一
七
六
九
～
一
八
三
四
）
は
玄
随
の
死
後
、

宇
田
川
家
を
継
ぎ
ま
し
た
。
津
山
藩
医
の
宇
田
川
家
は
玄
随
、
玄
真

（
榛
斎
）、
榕
菴
（
一
七
九
八
～
一
八
四
六
）、
興
斎
（
一
八
二
一
～
八

七
）
と
四
代
に
わ
た
っ
て
江
戸
蘭
学
の
本
流
を
な
す
家
柄
で
す
。
興
斎

は
あ
と
で
述
べ
ま
す
よ
う
に
幕
末
英
学
の
推
進
者
と
し
て
活
躍
し
ま
し

た
。本

書
の
銅
版
製
作
者
亜
欧
堂
田
善
は
松
平
定
信
に
仕
え
た
優
れ
た
銅

版
師
で
し
た
。
書
誌
は
次
の
通
り
で
す
。
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一
七
折
。
表
紙
は
杉
板
製
。
題
簽
欠
。
扉
（
口
絵
、
1
ウ
）
の
銅
版

図
（
ブ
ラ
ン
カ
ー
ル
ト
肖
像
お
よ
び
解
剖
教
室
図
）
上
方
お
よ
び
左
右

に
「
文
化
戊
辰
春
刻
／
西
哲　

勃
郎
合
爾
都
肖
像
／
右
一
面
亜
欧
堂
門

人
新
井
令
恭
鐫
」。「
題
言
三
則
」（
2
オ
、
訓
点
付
き
）
の
欄
外
に

「
石
橋
栄
達
蔵
書
」
印
。
石
橋
栄
達
は
旧
制
第
三
稿
等
学
校
教
授
（
生

物
）。「
題
言
三
則
」
の
末
尾
「
文
化
戊
辰
之
春
三
月　

門
人
加
州
藤
井

俊
方
亭
謹
記
」。

解
剖
銅
版
図
版
一
五
葉
を
各
折
の
裏
側
に
貼
付
し
、
見
開
き
右
に
図

版
、
左
（
次
折
の
表
）
に
解
説
（
訓
点
付
き
、
木
活
字
版
）
を
配
し
て

い
ま
す
。
図
版
一
五
葉
（
一
六
ウ
、
第
五
十
一
図
・
第
五
十
二
図
）
に

「
亜
欧
堂
鐫
」「
風
雲
堂
蔵
」
の
刻
文
が
あ
り
ま
す
。
風
雲
堂
は
宇
田
川

榛
斎
の
塾
名
で
す
。
跋
文
（
一
七
ウ
）
末
尾
「
文
化
戊
辰
春
三
月　

紫

石　

杉
田
勤
（
印
）（
印
）
／
芳
水　

武
田
信
任
宋
字
之
」。

後
表
紙
見
返
し
「
榛
斎
宇
田
川
先
生
著
述
発
行
書
目
／
和
蘭
内
景
医

範
提
綱　

全
三
冊
／
同　

内
景
銅
版
図　

箱
入
全
一
帖
／
増
補
和
蘭
薬

鏡　

毎
篇
以
三
冊
為
第
一
帙　

全
十
八
冊
／
遠
西
医
方
名
物
考　

同
上　

全
三
十
六
冊
／
同　

補
遺　

同
上　

全
九
冊
／
理
学
入
門
植
学
啓
原　

宇
田
川
榕
菴
先
生
著　

采
色
図
入　

全
三
冊
／
書
賈　

青
黎
閣　

江
戸

浅
草
茅
町
二
丁
目　

須
原
屋
伊
八
」。

8　

彩
色
ジ
ャ
ワ
植
物
図
譜

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ノ
ロ
ー
ニ
ャ
原
著
（
一
七
八
六
年
、
西
ジ
ャ
ワ

に
て
）　

画
・
宇
田
川
榕
菴
模
写　

蘭
文
・
辻
蘭
室
筆
写
文
化
一

五
年
（
一
八
一
八
）
頃
成

無
題
、
無
署
名
の
彩
色
図
譜
で
す
。
植
物
図
一
三
〇
図
、
鳥
図
四
図

か
ら
な
り
ま
す
。
植
物
図
一
〇
五
図
に
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
植
物
の

現
地
名
を
書
き
込
み
、
そ
の
う
ち
七
図
に
は
、
京
都
の
蘭
学
者
辻
蘭
室

の
筆
跡
で
、
蘭
文
の
解
説
と
そ
の
和
訳
が
付
い
て
い
ま
す
。
図
は
す
べ

て
蘭
学
者
宇
田
川
榕
菴
の
模
写
で
す
。
シ
ー
ボ
ル
ト
来
日
（
一
八
二

三
）
の
五
年
前
に
二
人
が
京
都
で
作
成
し
た
と
推
定
さ
れ
ま
す
。
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原
著
者
の
ス
ペ
イ
ン
人
植
物
学
者
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ノ
ロ
ー
ニ
ャ
は

一
七
八
六
年
四
月
一
五
日
に
、
マ
ニ
ラ
か
ら
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
到
着
し
、

九
月
五
日
か
ら
旅
行
に
で
か
け
、
同
八
日
～
二
八
日
ボ
イ
テ
ン
ゾ
ル
グ

（Buitenzorg
）
を
訪
問
。
西
ジ
ャ
ワ
各
地
を
訪
れ
た
後
、
一
二
月
頃

に
バ
タ
ヴ
ィ
ア
に
戻
り
ま
し
た
。

こ
の
旅
行
中
に
ノ
ロ
ー
ニ
ャ
が
作
成
し
た
ジ
ャ
ワ
植
物
図
譜
は
、
ロ

ン
ド
ン
写
本
（N

atural H
istory M

useum

所
蔵
）、
パ
リ
写
本

（M
uséum

 national d’histoire naturelle

所
蔵
、
ノ
ロ
ー
ニ
ャ
自

筆
）
と
ベ
ル
リ
ン
写
本
（Staatsbibliothek zu Berlim

所
蔵
）
し

か
知
ら
れ
て
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
昨
年
一
〇
月
に
発
見
さ
れ
た
こ
の
写

本
は
、
植
物
図
一
〇
五
図
が
ロ
ン
ド
ン
写
本
と
よ
く
似
た
配
列
順
序
と

な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
共
通
の
元
本
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

こ
の
写
本
は
京
都
の
宮
中
で
代
々
、
天
皇
印
璽
な
ど
を
公
文
書
に
捺

印
し
た
り
、
宮
中
行
事
の
世
話
を
す
る
地
下
官
人
の
家
に
伝
わ
っ
た
も

の
で
す
が
、
雲き

母ら

入
り
の
厚
手
の
大
型
高
級
和
紙
を
使
用
し
て
い
る
と

こ
ろ
か
ら
、
旧
蔵
者
は
公
家
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

植
物
図
の
最
初
四
図
は
高
級
和
紙
に
直
接
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、
第

五
図
以
降
は
薄
い
雁
皮
紙
に
図
を
描
き
、
貼
り
付
け
て
い
ま
す
。
雁
皮

紙
に
は
丁
数
と
表
（
オ
記
号
）、
裏
（
ウ
記
号
）
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、

和
綴
じ
の
図
譜
か
ら
の
模
写
と
分
か
り
ま
す
。
こ
の
写
本
に
多
用
さ
れ

る
部
分
彩
色
の
手
法
か
ら
、
本
写
本
の
親
本
（
和
綴
じ
本
）
は
、
京
都

の
本
草
学
者
小
野
蘭
山
の
手
に
な
る
可
能
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
ま
し

た
。

９　

彩
色
ジ
ャ
ワ
植
物
図
譜　
　

ラ
ス
サ
マ
ル
ラ
図　
（
複
製
）

「
ラ
ス
サ
マ
ル
ラ
」
はA

ltingia excelsa N
oronha

（
和
名
：

ラ
サ
マ
ラ
ノ
キ
）。
フ
ウ
科
の
常
緑
高
木）

（
（

。
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10　

彩
色
ジ
ャ
ワ
植
物
図
譜　
　

ラ
ス
サ
マ
ル
ラ
図　

蘭
文
解
説
の
訳

文　

辻
蘭
室
筆
（
複
製）

（
（

）

（
翻
刻
）
ラ
ス
サ
マ
ル
ラ

暦
数
一
千
七
百
八
十
六
年
十
月
十
四
日
、
爪
哇
国
ポ
ン
デ
ュ
ク
キ

イ
と
い
へ
る
所
の
山
址
に
於
て
、
此
樹
の
大
な
る
も
の
を
見
た

り
。
其
周
圍
大
な
る
こ
と
大
伽
藍
の
如
く
、
数
十
丈
量
べ
か
ら

ず
。
岑
々
と
し
て
雲
中
に
聳
へ
、
其
樹
の
正
直
な
る
こ
と
梢
よ
り

垂
準
を
下
た
る
が
如
し
。
周
木
枝
条
な
く
、
樹
の
頂
に
葉
聚
り
、

叢
生
し
て
円
形
を
成
し
、
其
繁
茂
綿
密
な
る
こ
と
宛
も
作
り
成
せ

る
が
如
し
て
、
衆
鳥
爰
に
栖
宿
す
。
土
俗
こ
れ
を
奇
木
と
す
。
爰

に
図
す
る
は
其
嫩
枝
、
花
実
満
盛
の
も
の
な
り
。
雌
雄
の
二
種
あ

り
。
紫
花
な
る
も
の
を
雌
と
し
、
黄
花
な
る
も
の
を
雄
と
す
。
黄

花
は
枯
落
し
て
実
を
成
さ
ず
。
雌
木
は
子
実
を
結
ぶ
。
Ｇ
は
実
な

り
。
中
に
Ｂ
の
双
核
あ
り
。
Ｃ
は
其
一
核
な
り
。
Ｄ
は
核
中
の
仁

な
り
。
甚
美
味
に
し
て
珎
果
と
す
。
Ｅ
は
種
子
な
り
。
Ｆ
は
実
中

の
双
核
を
包
む
薄
皮
な
り
。

11　

彩
色
ジ
ャ
ワ
植
物
図
譜　
　

ラ
ス
サ
マ
ル
ラ
図　

蘭
文
解
説

（「
ラ
ス
サ
マ
ル
ラ
」
逐
語
訳
）

こ
れ
は
巨
木
で
あ
る
。
そ
の
一
本
を1786

年
11
月
14
日
ポ
ン

デ
ュ
キ
ユ
の
高
山
の
麓
で
見
か
け
た
。
目
の
前
に
現
れ
た
大
き
さ

と
い
っ
た
ら
、
こ
の
世
に
こ
れ
ほ
ど
大
き
な
木
が
あ
ろ
う
と
は
信

じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
。
そ
の
太
さ
は
ま
る
で
塔
の
側
に
い
る

よ
う
だ
っ
た
。
樹
皮
は
白
色
が
か
っ
て
い
た
。
恐
ろ
し
い
ほ
ど
の

高
さ
は
、
ま
る
で
雲
の
中
に
糸
を
天
辺
ま
で
ま
っ
す
ぐ
に
張
っ
た

よ
う
で
、
脇
に
一
枝
も
な
く
、
沢
山
の
大
鳥
が
巣
作
り
を
す
る
見

事
な
丸
い
樹
頭
の
よ
う
だ
っ
た
。
ジ
ャ
ワ
人
は
こ
の
木
を
珍
木
と
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し
て
大
事
に
し
て
い
る
。

こ
こ
に
描
い
た
枝
は
開
花
し
た
小
ぶ
り
の
木
か
ら
切
り
取
っ
た

も
の
で
、
赤
紫
の
花
は
実
を
付
け
る
雌
花
で
あ
り
、
黄
色
の
花
は

交
配
が
終
わ
る
と
落
下
す
る
。
実
は
大
抵
こ
こ
に
図
示
し
た
よ
う

に
小
さ
く
、
Ｂ
は
二
重
の
実
、
Ｃ
は
一
重
の
実
、
Ｄ
は
そ
の
中
の

実
で
、
大
変
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
。
Ｅ
は
種
子
、
Ｆ
は
二
重
の

実
の
皮
、
Ｇ
は
皮
の
付
い
た
実
の
全
体
で
あ
る
。
こ
の
木
の
材
は

気
持
ち
の
良
い
香
り
が
あ
り
、
刺
激
的
で
あ
る
が
、
い
つ
も
乾
い

て
い
な
い
。

［Rassamalla］
  Deze is een grootsten boom, ik heb 'er een boom gezien den 14 october 1786. 
op pondukje aan den voet van de groot berg, die my zo groot voorkwam dat ik 
nooyt zou wille geloven hebben, dat 'er zulke groote bomen in de wareld ［sic］ 
waren, zyn ditkte net of men by een toorn waren, de bast witagtig van koleur, 
zyn hoogte verschrikkelyk als in de wolken uystekende ［sic］ regt als een 
gespannen draat tot boven toe, nievers ［sic: nevens］ geen takken, als boven 
een schoon ronde kruyen ［sic: kruyn］, waar veel groote vogels in huys nesten, 
de Javanen bewaren deze boom voor rariteyt.
  Deze getekende tak is genomen van een kleine boom die in zyn bloemen was; 
bloem die purper van koleur is de vrouwelyk die de vrugten voortbrengt, de 
geel bloem is de manlyk die verdragen en afvallen, de vrugt is omtrent zo klein 
als 't hier verbeelt, B de 2 amandeltje dan malkander, C een amandeltje D de 
amandeltje die 'er binnen inzetten, is zeer lekker om te eten zyn. E 't zaad, F 
de schelpen van 2 amandeltje, G een stuk van de vrugt of groote schelp, 't hout 
van deze boom heeft een aangenaame reuk en is zeer verwerkbaar ［sic］, maar 
't word nooyt droog.
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12　

那な

波ぽ

列れ

翁お
ん

再さ
い

興こ
う

軍ぐ
ん

記き　
（
オ
ラ
ン
ダ
語
写
本　

蘭
書
抜
粋
録　

第

二
冊
所
収
）

書
写
者
不
明　

文
久
年
間
（
一
八
六
一
～
六
三
）
成

こ
の
写
本
「
蘭
書
抜
粋
録
」（
三
巻
三
冊
）
は
文
久
年
間
の
成
立
と

推
定
さ
れ
ま
す
。
百
科
事
典
、
年
鑑
、
物
理
・
化
学
・
数
学
の
教
科

書
、
植
民
地
論
、
世
界
史
、
戦
記
、
外
科
書
、
内
科
書
、
薬
学
書
、
薬

化
学
雑
誌
な
ど
一
五
点
に
及
ぶ
蘭
書
か
ら
の
抜
粋
で
す
。
こ
の
抜
粋
の

作
成
者
は
確
定
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
蘭
学
か
ら
英
学
へ
の
歴
史
的
転
換

点
に
お
い
て
も
な
お
、
学
術
知
識
と
海
外
情
報
を
蘭
書
に
よ
ら
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
時
代
の
貴
重
な
証
言
で
す
。

第
二
冊
所
収
の
「
那
波
列
翁
再
挙
軍
記
」
は
一
八
一
六
年
に
刊
行
さ

れ
た
「
一
八
一
五
年
戦
役
要
録
」
と
で
も
訳
す
こ
と
の
出
来
る
オ
ラ
ン

ダ
語
小
冊
子
（M

erkw
aardigste oorlogsgebeurtenissen van 

het Iaar 1815

）
の
全
一
四
章
（
第
一
章
ウ
ィ
ー
ン
会
議
～
第
一
四
章

ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の
戦
い
）
を
筆
写
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
小
冊
子
は
も

と
も
と
、
一
八
一
五
年
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
役
の
各
場
面
を
描
い
た
小
円
形

の
彩
色
銅
版
画
七
枚
（
両
面
印
刷
）
の
解
説
冊
子
と
し
て
オ
ラ
ン
ダ
で

出
版
さ
れ
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
の
南
下
に
対
抗
し
て
幕
府
は
一
八
〇
七
年
か
ら
蝦
夷
・
北
方

地
域
の
地
理
調
査
、
ロ
シ
ア
を
中
心
と
す
る
海
外
事
情
調
査
に
取
り
組

み
ま
す
。
幕
府
天
文
台
に
置
か
れ
た
そ
の
調
査
部
局
の
責
任
者
が
天
文

方
高
橋
景
保
で
し
た
。
伊
能
忠
敬
の
測
量
、
日
本
地
図
作
成
の
監
督
も

景
保
の
仕
事
で
し
た
。

文
政
九
年
丙ひ

の
え 

戌い
ぬ

（
一
八
二
六
）
三
月
、
商
館
長
ス
ト
ゥ
ル
レ
ル
と

商
館
付
き
医
師
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
が
江
戸
参
府
に
や
っ
て
き
ま
し

た
。
景
保
は
こ
の
絶
好
の
機
会
を
逃
さ
ず
、
ス
ト
ゥ
ル
レ
ル
か
ら
聞
き

出
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
情
勢
を
同
年
四
月
「
丙へ

い 

戌じ
ゅ
つ異

聞
」
に
ま
と
め
ま

し
た
。

聞
書
に
よ
る
情
報
を
確
認
す
る
た
め
、
関
連
文
献
を
探
索
し
た
と
こ

ろ
、
将
軍
家
侍
医
の
桂
川
家
に
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
役
銅
版
画
の
周
囲
に

解
説
冊
子
の
本
文
を
貼は

り

交ま
ぜ

に
し
た
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
同
年

七
月
に
天
文
方
高
橋
景
保
が
蘭
学
者
青
地
林
宗
に
訳
さ
せ
た
の
が
、
我

が
国
最
初
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
伝
『
別ベ

埓レ

阿ア

利リ

安ア
ン

設セ

戦
記
』
で
す
。
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13　

一
八
一
五
年
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
役
銅
版
図
・
記
念
メ
ダ
ル

書
物
型
ケ
ー
ス
入　

解
説
小
冊
子
『
一
八
一
五
年
戦
役
要
録
』

（M
erkw

aardigste oorlogsgebeurtenissen van het Iaar 
1815.　

n.p. n.d.

［c. 1816

］）
共

神
田
佐
野
文
庫
の
新
収
資
料
で
す
。
こ
の
夏
、
購
入
さ
れ
た
ば
か
り

で
す
。
銅
版
図
・
記
念
メ
ダ
ル
が
解
説
小
冊
子
と
一
緒
に
、
書
物
型

ケ
ー
ス
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ケ
ー
ス
の
表
紙
に
は
、
下
半
身
鼠
の

哀
れ
な
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
同
盟
軍
兵
士
に
取
り
囲
ま
れ
、
銃
剣
で
突
か
れ

て
い
る
姿
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
巻
き
込
ん
だ
ナ
ポ

レ
オ
ン
戦
争
は
一
八
一
五
年
六
月
、
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
の
戦
い
で
、
ナ
ポ

レ
オ
ン
が
敗
北
し
終
局
を
迎
え
ま
し
た
。
戦
勝
国
側
か
ら
す
れ
ば
、
ナ

ポ
レ
オ
ン
は
暴
君
、
平
和
の
敵
、
国
際
的
犯
罪
人
で
し
た
。

解
説
小
冊
子
は
青
地
林
宗
訳
『
別ベ

埓レ

阿ア

利リ

安ア
ン

設セ

戦
記
』（
一
八
二
六
）

の
典
拠
で
す
。「
ベ
レ
ア
リ
ア
ン
セ
」
は
戦
場
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー
に
あ
る

フ
ラ
ン
ス
語
の
農
場
名
「
ラ
・
ベ
ル
・
ア
リ
ア
ン
ス
」（La Belle 

A
lliance

、
麗
し
き
同
盟
の
意
味
）
を
さ
し
ま
す
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
軍
を

破
っ
た
同
盟
軍
は
、
ワ
ー
テ
ル
ロ
ー 

の
戦
い
を
好
ん
で
「
ベ
ル
・
ア

リ
ア
ン
ス
の
戦
い
」
と
呼
び
ま
し
た
。

銅
版
画
は
直
径
約
五
㎝
の
小
円
形
七
枚
か
ら
な
り
、
朱
色
の
リ
ボ
ン

で
連
結
さ
れ
て
い
ま
す
。
両
面
印
刷
、
手
彩
色
で
す
。

©Kanda Sano Library, KUIS.

©Kanda Sano Library, KUIS.

©Kanda Sano Library, KUIS.
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蛇
腹
式
に
重
ね
て
、
錫
製
の
ネ
ジ
蓋
式
メ
ダ
ル
（
メ
ダ
イ
ヨ
ン
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
）
に
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
表
と
裏
、
計
一
四
場
面
は

1
～
14
の
番
号
が
付
け
ら
れ
、
小
冊
子
（
全
14
章
）
の
各
章
に
対
応
し

て
い
ま
す
。『
別ベ

埓レ

阿ア

利リ

安ア
ン

設セ

戦
記
』
の
章
題
は
次
の
よ
う
で
す
。
た

だ
し
、
第
十
三
の
「
ポ
ス
ト
レ
ス
。
ク
ワ
テ
レ
ブ
ラ
ス
」
は
オ
ラ
ン
ダ

「
王
子
」
の
「
幼
名
」
で
は
な
く
、Post les Q

uatres Bras

（
カ
ト

ル
・
ブ
ラ
陣
地
）
の
間
違
い
で
す
。

第
一　
　

勿ウ
ェ
ー
子
ン能

の
会

第
二　
　

ボ
ナ
パ
ル
テ
」「
ヱ
ル
バ
」
島
を
逃
げ
払
郎
察
を
襲
ふ
事

第
三　
　
「
ヲ
ク
シ
ョ
ベ
ル
ロ
」
橋
頭
の
合
戦

第
四　
　

独
乙
都
の
兵
那
波
里
に
乱
入
す

第
五　
　

 「
ベ
ル
レ
ア
ル
リ
ア
ン
セ
」地名

に
於
て
「
ブ
ル
セ
ル
」「
ウ
ェ

リ
ン
グ
ト
ン
」

共
に

人
名

の
勇
戦

第
六　
　

 

払
郎
察
兵
の
引
口

第
七　
　

 「
ウ
レ
ー
デ
」
王
の
兵
「
サ
ー
ル
ゲ
ム
ン
デ
ン
」「
サ
ー
ル

ブ
ル
ゲ
ン
」
を
攻
取
る
事

第
八　
　

魯
西
亜
の
軍
カ
ロ
ン
ス
」
府
に
乱
入
す

第
九　
　

同
盟
の
諸
軍
把
理
斯
に
入

第
十　
　

ボ
ナ
パ
ル
テ
諳
厄
利
亜
人
に
投
ず

第
十
一　

独
逸
都
「
フ
ン
ニ
ン
ゲ
ン
」
城
を
抜
く

第
十
二　
「
シ
ン
ト
ヘ
レ
ナ
」
島

第
十
三　

 

和
蘭
の
王
子
「
ポ
ス
ト
レ
ス
。
ク
ワ
テ
レ
ブ
ラ
ス
」

幼名

「
ベ
レ
。
ア
リ
ア
ン
セ
」

地名

に
於
て
勇
戦

第
十
四　

ベ
レ
ア
リ
ア
ン
セ
府

小
冊
子
の
第
一
章
を
試
み
に
訳
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は

勝
利
者
同
盟
軍
の
立
場
か
ら
、
平
和
の
敵
、
破
壊
者
と
し
て
描
か
れ
て

い
ま
す
。

1
．
ウ
ィ
ー
ン
会
議

一
八
一
四
年
の
和
平
は
血
で
あ
が
な
わ
れ
、
五
月
三
〇
日
パ
リ

条
約
が
結
ば
れ
た
。
同
盟
諸
国
の
軍
隊
は
そ
れ
ぞ
れ
の
祖
国
に
凱

旋
し
た
。
諸
国
民
は
自
由
の
息
吹
を
取
り
戻
し
た
。
な
ぜ
な
ら

ば
、
諸
国
の
壊
乱
者
ボ
ナ
パ
ル
ト
は
エ
ル
バ
島
に
流
刑
の
身
と
な

り
、
ル
イ
一
八
世
は
再
び
父
祖
の
王
座
に
就
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て

フ
ラ
ン
ス
を
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
和
解
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。

ウ
ィ
ー
ン
で
は
全
欧
列
強
会
議
が
開
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
各

君
主
自
ら
が
出
席
し
、
平
和
を
さ
ら
に
強
固
な
も
の
と
し
、
各
国

の
権
益
を
強
化
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
華
々
し
い
会
議
は
一
八

一
四
年
秋
に
催
さ
れ
た
。
ロ
シ
ア
皇
帝
と
プ
ロ
イ
セ
ン
国
王
は
九

月
二
五
日
に
ウ
ィ
ー
ン
に
入
城
し
た
。
こ
の
日
、
参
加
者
の
数
は

実
に
一
万
人
の
多
数
に
達
し
、
一
堂
に
会
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、

夜
は
野
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
バ
イ
エ
ル
ン
、
ヴ
ュ
ル
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テ
ン
ベ
ル
ク
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
諸
王
は
こ
の
数
日
間
に
ウ
ィ
ー
ン

に
到
着
し
、
君
主
や
高
貴
な
る
賓
客
の
数
は
日
に
日
に
増
加
し

た
。
一
一
月
一
日
、
パ
リ
平
和
条
約
に
署
名
し
た
全
権
公
使
が
各

自
の
全
権
委
任
状
の
交
換
を
始
め
、
会
議
が
開
か
れ
た
。
相
互
の

権
益
に
関
す
る
こ
の
平
和
的
協
議
は
、
こ
の
間
、
と
て
も
僅
か
の

月
日
で
す
む
仕
事
で
は
な
か
っ
た
。
全
員
が
満
足
す
る
必
要
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
、
万
事
終
了
し
よ
う
と
し
て
い
た
と

き
、
ボ
ナ
パ
ル
ト
の
エ
ル
バ
島
脱
出
と
フ
ラ
ン
ス
侵
攻
が
交
渉
を

頓
挫
さ
せ
た
。
君
主
た
ち
は
平
和
の
永
遠
の
敵
と
そ
の
追
従
者
た

ち
を
と
も
に
殲
滅
し
よ
う
と
一
致
団
結
し
、
今
や
そ
の
試
み
が
広

が
っ
て
い
る
。
戦
争
の
早
鐘
が
引
き
鳴
ら
さ
れ
、
講
和
の
作
業

は
、
よ
り
静
穏
な
日
々
ま
で
延
期
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

『
別ベ

埓レ

阿ア

利リ

安ア
ン

設セ

戦
記
』
の
第
一
章
は
次
の
通
り
で
す
。
大
意
は
捉

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

第
一
勿ウ

ェ
ー
子
ン能

の
会

千
八
百
十
四
年

文
化
十
一

年
甲
戌

第
五
月
三
十
日
、
同
盟
諸
国
の
軍
既
に
ボ
ナ

パ
ル
テ
を
把パ

レ
イ
ス

理
斯
に
討
て
之
に
捷
ち
、
凱
旋
し
彼
を
執
へ
て
「
ヱ

ル
バ
」
島

意
太
里
亜

の
属
島

に
流
竄
し
、「
ロ
ー
デ
ウ
ェ
ー
キ
」
第
十
八
世
王

を
再
そ
の
国
王
に
即
か
し
め
、
諸
国
始
て
払
郎
察
と
和
睦
し
、
諸

国
の
軍
士
各
本
国
に
帰
り
、
万
民
安
堵
の
思
を
な
せ
り
。
さ
て
此

年
秋
、
同
盟
の
諸
王
侯
勿ウ

ェ
ー
子
ン能

に
会
集
し
て
猶
和
平
の
盟
約
定
議
す

べ
し
と
て
、
第
九
月
二
十
五
日
に
ハ
魯
西
亜
帝
、
孛プ

ロ
イ
セ
ン

漏
生
王
勿
能

に
至
れ
り
。
其
衆
都
て
一
万
人
に
余
り
旅
舎
す
る
に
所
な
し
。
野

陣
を
張
り
て
之
に
舎

（
や
ど
）す

。
又
「
ベ
イ
エ
レ
ン
」
の
女
王
、「
ウ
ェ

ル
ゲ
ン
ブ
ル
グ
」

共
に
独
乙
都

国
の
諸
王

及
び
第
那
瑪
尓
加
等
の
王
侯
も
来
会
し
、

第
十
月
一
日
已
に
諸
国
の
執
事
集
り
て
評
議
は
じ
ま
り
け
る
。
元

此
会
議
ハ
欧
羅
巴
中
に
か
ゝ
わ
る
大
事
な
れ
バ
、
数
月
を
経
る
に

非
れ
バ
議
定
す
べ
し
と
は
思
ハ
ざ
る
所
に
、
卒

（
に
わ
か
）に

ボ
ナ
パ
ル
テ
」

彼
配
所
を
遁
れ
出
て
、
兵
を
募
り
て
把
理
斯
を
襲
ふ
の
風
聞
あ
り

て
、
会
議
ハ
中
バ
に
廃
し
、
同
盟
の
諸
国
再
び
軍
を
引
て
、
彼
敵

を
討
べ
し
と
て
陣
鐘
打
て
此
会
議
ハ
後
日
に
延
べ
ら
れ
た
り
。

14　

一
八
一
五
年
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
役
銅
版
図
貼は

り

交ま
ぜ　
（
複
製
）

天
文
方
高
橋
景
保
が
青
地
林
宗
に
訳
さ
せ
た
官
医
桂
川
家
の
原
文

は
、
高
橋
の
後
記
に
よ
れ
ば
、「
和
蘭
人
近
時
揆
乱
反
正
の
盛
を
紀
し

て
其
世
子
奮
戦
図
の
週ま

わ
りに

掲
鏤
せ
し
も
の
」
で
、「
蓋
彼
が
功
烈
を
後

世
に
輝
さ
ん
と
」
す
る
も
の
で
し
た
。
こ
の
貼
交
（
複
製
）
は
下
線
部

の
指
摘
に
基
づ
い
て
、
試
作
し
た
も
の
で
す
。

当
時
の
桂
川
家
当
主
は
桂
川
甫
賢
で
し
た
。
甫
賢
は
シ
ー
ボ
ル
ト
と

交
流
を
深
め
、
本
草
学
に
詳
し
く
オ
ラ
ン
ダ
語
に
も
秀
で
て
い
ま
し

た
。
す
で
に
商
館
長
ヘ
ン
ド
リ
ッ
ク
・
ド
ゥ
ー
フ
か
らBotanicus

（
植
物
学
者
の
意
）
の
名
を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
貼
交
に
よ
っ
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て
、
甫
賢
の
手
元
に
あ
っ
た
「
一
八
一
五
年
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
役
銅
版

図
」
の
姿
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

15　

N
aam

lijst van Japansche gew
assen （

日
本
植
物
目
録
）

書
写
者
不
明　

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
著　

伊
藤

圭
介
・
賀か

来く

佐す
け

之ゆ
き

録　
　

一
冊

出
島
医
師
シ
ー
ボ
ル
ト
（
一
七
九
六
～
一
八
六
六
）
は
門
人
伊
藤
圭

介
（
一
八
〇
三
～
一
九
〇
一
、
名
古
屋
生
ま
れ
）
が
出
島
に
持
ち
込
ん

だ
一
六
〇
〇
種
以
上
の
植
物
標
本
を
も
と
に
、
圭
介
と
そ
の
兄
弟
子
賀

来
佐
之
、
佐
一
郎
、
一
七
九
九
～
一
八
五
七
、
豊
後
高
田
生
ま
れ
）
の

協
力
を
得
て
、
文
政
一
〇
年
（
一
八
二
七
）
九
月
九
日
か
ら
一
年
余
り

の
間
、「
日
本
植
物
目
録
」
の
完
成
を
め
ざ
し
ま
し
た
。
こ
の
写
本
は

賀
来
佐
之
が
手
元
に
あ
っ
た
同
目
録
の
写
本
を
他
人
に
貸
し
て
失
く
し

て
し
ま
っ
た
た
め
、
景
介
が
の
ち
に
佐
之
に
贈
っ
た
も
の
で
す
。

右
袋
綴
じ
。
六
二
丁
。
ラ
テ
ン
語
の
学
名
に
和
名
（
片
仮
名
書
き
）

を
あ
て
た
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
日
本
植
物
名
集
で
す
。
前
表
紙
に
題
簽

（
左
）
の
剥
離
し
た
跡
が
残
り
ま
す
。
前
表
紙
見
返
し
に
「N

aam
lijst 

/ van / Japansche / gew
assen.

」（
日
本
植
物
目
録
の
意
）
と
伊

藤
圭
介
が
朱
書
、
ま
た
、
一
オ
に
伊
藤
圭
介
が
「
此
写
本
追
々
板
行
仕

候
得
共
／
猶
誤
字
多
シ
名
疏
等
ニ
而
／
相
分
り
し
分
ハ
御
訂
正
可
被
致

候
」
と
朱
書
し
て
い
ま
す
。「
名
疏
」
と
は
景
介
の
翻
訳
『
泰
西
本
草

名
疏
』
を
さ
し
ま
す
。

©Kanda Sano Library, KUIS.
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本
文
は
後
表
紙
を
開
い
た
遊
紙
（
第
六
二
丁
）
の
次
か
ら
始
ま
り
、

六
一
ウ
か
ら
一
ウ
ま
で
1
～
１
２
３
の
算
用
数
字
で
ペ
ー
ジ
付
け
を

墨
書
し
て
い
ま
す
。
そ
の
遊
紙
裏
（
六
二
ウ
）
に
、
伊
藤
圭
介
が
「
呈

／
公
輔
賀
来
盟
兄
／
赭
鞭
畔
／
尾
張　

伊
藤
舜
民
／
拝
具
／
辛
卯
榴
夏

十
又
一
日
」
と
朱
書
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
圭
介
が
天
保
二
年
（
一
八

三
一
）
五
月
一
一
日
付
け
で
本
写
本
を
シ
ー
ボ
ル
ト
門
下
の
兄
弟
子
賀

来
佐
之
（
佐
一
郎
）
に
贈
呈
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
遊
紙
表

（
六
二
オ
）
に
伊
藤
圭
介
筆
で
「
尾
張　

伊
藤
舜
民
戴
堯
／
豊
前　

佐

来
佐
之
公
輔
／
仝
録
」
と
墨
書
。
そ
の
脇
に
「
賀
来
氏
図
書
記
」
印

（
朱
文
長
方
印
）
が
捺
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
写
本
の
な
か
に
、
一
通
の
オ
ラ
ン
ダ
語
書
簡
が
折
り
畳
ん
で
挿

入
さ
れ
て
い
る
の
を
、
二
〇
一
四
年
一
二
月
に
本
学
の
町
田
明
広
先
生

が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

16　

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト
自
筆
書
簡

賀か

来く

佐
一
郎
（
佐す
け

之ゆ
き

）
宛
て　

出
島
に
て　

一
八
二
八
年

こ
れ
が
、11　

N
aam

lijst van Japansche gew
assen

（
日
本
植

物
目
録
）
に
挿
入
さ
れ
て
い
た
書
簡
で
す
。
洋
紙
（
一
五
七
㎜
×
二
〇

一
㎜
）
の
両
面
に
ペ
ン
書
き
さ
れ
て
い
ま
す
。
伊
藤
圭
介
が
文
政
一
〇

年
（
一
八
二
七
）
九
月
九
日
か
ら
半
年
あ
ま
り
滞
在
し
て
長
崎
を
去
っ

た
あ
と
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
も
っ
ぱ
ら
サ
イ
チ
こ
と
佐
之
が
頼
り
で
し

た
。
一
八
二
八
年
六
月
一
八
日
ま
で
に
、
学
名
と
和
名
の
欄
は
ほ
ぼ
完

成
し
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
漢
名
を
付
け
る
作
業
の
途
中
で
サ
イ
チ

が
突
然
、
帰
国
す
る
と
言
い
出
し
た
た
め
、
シ
ー
ボ
ル
ト
は
急
い
で
こ

の
督
促
状
を
書
き
送
っ
た
の
で
し
た
。

こ
の
書
簡
に
よ
り
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
日
本
植
物
研
究
の
実
態
と
賀
来

佐
之
の
知
ら
れ
ざ
る
貢
献
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
シ
ー
ボ
ル
ト
事
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件
の
発
端
と
な
る
コ
ル
ネ
リ
ス
・
ハ
ウ
ト
マ
ン
号
の
座
礁
（
一
八
二
八

年
九
月
一
七
日
）
以
前
に
書
か
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。

友
人
サ
イ
チ
（
賀
来
佐
之
）
へ

立
派
な
教
え
子
た
ち
、
と
り
わ
け
貴
殿
に
も
も
う
会
え
な
く
な
る

の
は
悲
し
い
限
り
で
す
。
貴
殿
が
ま
も
な
く
出
発
す
る
と
聞
き
ま

し
た
の
で
、
こ
の
手
紙
を
送
り
ま
す
。
植
物
目
録
は
ノ
ー
ト
一
四

冊
分
を
受
け
取
り
ま
し
た
が
、
ど
う
か
努
め
て
目
録
を
完
成
さ
せ

る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
他
の
ノ
ー
ト
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
私
が
す
べ
て
の
文
字
（
漢
字
・
仮
名
）
を
理
解
で
き
る
よ

う
に
し
た
解
説
は
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
。
遣
い
の
者
に
委
細
を
話

し
て
、
彼
に
渡
し
て
下
さ
い
。
ま
た
、
イ
・
ケ
イ
ス
ケ
（
伊
藤
圭

介
）
の
植
物
学
辞
彙
の
改
訂
稿
を
私
の
手
に
渡
る
よ
う
、
確
か
な

人
に
送
っ
て
下
さ
い
。
約
束
し
た
薬
と
バ
タ
ヴ
ィ
ア
の
植
物
は
誰

か
友
人
に
託
し
ま
す
の
で
、
貴
殿
は
間
違
い
な
く
受
け
取
れ
る
は

ず
で
す
。

こ
れ
ま
で
大
変
お
世
話
に
な
り
、
誠
に
あ
り
が
た
く
感
謝
致
し
ま

す
。（
貴
殿
の
こ
と
は
）
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
安
心
下
さ

い
。
幸
い
に
も
祖
国
を
再
び
見
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
す
ぐ
に
、

そ
し
て
命
の
あ
る
限
り
、
立
派
で
忠
実
な
教
え
子
た
ち
の
こ
と
を

思
い
、
オ
ラ
ン
ダ
の
地
か
ら
、
学
問
に
対
す
る
彼
ら
の
情
熱
を
促

進
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

永
遠
に
貴
殿
の
誠
実
な
る
師

　
　
　
　
　
　
　
　

一
八
二
八
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

フ
ォ
ン
・
シ
ー
ボ
ル
ト

深
い
友
情
か
ら
の
お
願
い
で
す
。
私
の
仕
事
を
終
え
る
前
に
出
発

し
な
い
よ
う
に
。
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1７　

ポ
ン
ペ
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
ル
デ
ル
フ
ォ
ー
ル
ト
著

『
日
本
滞
在
記
（
一
八
五
七
～
六
三
）』

一
八
六
七
―
六
八
年　

ラ
イ
デ
ン
刊 　

二
巻

第
二
巻
口
絵
（
カ
ラ
ー
石
版
）　

長
崎
病
院
（「
養
生
所
」）
一
八

六
一
年
九
月
一
日
開
院

オ
ラ
ン
ダ
人
軍
医
ポ
ン
ペ
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
ル
デ
ル
フ
ォ
ー
ル
ト

（J.L.C. Pom
pe van M

eerdervoort

）
は
オ
ラ
ン
ダ
政
府
の
支
援
の

も
と
に
行
わ
れ
た
長
崎
海
軍
伝
習
の
教
官
の
一
員
と
し
て
、
一
八
五
七

年
一
一
月
一
二
日
（
安
政
四
年
九
月
二
六
日
）
に
来
日
し
ま
し
た
。
文

久
二
年
九
月
一
〇
日
（
一
八
六
二
年
一
一
月
一
日
）
に
帰
国
す
る
ま
で

の
五
年
間
、
長
崎
で
、
日
本
人
医
学
生
に
基
礎
科
学
を
重
視
し
た
日
本

最
初
の
組
織
的
な
近
代
医
学
教
育
を
行
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
拠
点
と
な
っ
た
の
が
長
崎
養
生
所
（
病
院
）
で
す
。

ポ
ン
ペ
の
指
導
を
受
け
た
医
学
生
の
な
か
で
、
佐
倉
出
身
の
松
本
良

順
（
の
ち
陸
軍
軍
医
総
監
）
と
佐
藤
尚
中
（
舜
海
、
佐
倉
順
天
堂
第
二

代
堂
主
、
の
ち
東
京
大
学
医
学
部
の
ル
ー
ツ
、
大
学
東
校
の
初
代
校

長
）
の
二
人
は
抜
群
の
成
績
を
収
め
、
ポ
ン
ペ
か
ら
信
頼
さ
れ
ま
し

た
。本

書
第
一
巻
（
一
八
六
七
）
の
口
絵
に
は
、
一
八
六
一
年
五
月
四

日
、
養
生
所
よ
り
も
一
足
先
に
、
オ
ラ
ン
ダ
の
協
力
で
長
崎
村
上
の
飽あ

く
の

浦う
ら

に
完
成
し
た
製
鉄
所
（
艦
船
修
理
の
た
め
の
造
船
所
）
の
カ
ラ
ー
石

版
が
飾
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
崎
の
養
生
所
と
製
鉄
所
は
幕
府
の
近
代
化

政
策
を
支
援
し
た
オ
ラ
ン
ダ
の
対
日
政
策
の
成
果
を
代
表
す
る
も
の
で

し
た
。

18　

朋
ぽ
ん
ぺ

氏し

解か
い

体た
い

書し
ょ　
（
ポ
ン
ペ
・
フ
ァ
ン
・
メ
ー
ル
デ
ル
フ
ォ
ー
ル
ト

解
剖
学
講
義
録
）

全
五
冊
（
仁
義
礼
智
信
）　

越
前
勝
山
藩
医
学
生　

秦
朴
仙
（
朴

三
郎
）
筆　

文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
三
月
一
日　

佐
倉
順
天
堂

医
学
塾
に
お
い
て
写
し
終
わ
る

若
林
正
治
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
「
朋
氏
解
体
書
」
と
題
す
る
五
冊
の

オ
ラ
ン
ダ
語
写
本
が
あ
り
ま
す
。
左
袋
綴
じ
。
第
一
冊
（
五
六
丁
）、
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第
二
（
八
九
丁
）、
第
三
冊
（
四
三
丁
）、
第
四
冊
（
七
一
丁
）、
第
五

冊
（
九
七
丁
）、
計
三
六
五
丁
か
ら
な
り
ま
す
。
各
冊
の
小
口
書
き
は

第
一
冊
か
ら
順
に
「
解
体
及
骨
」「
解
帯
及
筋
」「
解
諸
脉
」「
解
脳
及

神
」「
解
内
臓
」
と
あ
り
、
第
三
冊
に
は
前
表
紙
に
「N

o　

15
」
の
ラ

ベ
ル
、
ま
た
題
簽
左
の
貼
紙
「
ホ
ン
（
剥
脱
部
分
）
写
本
」
に
不
明
の

割
印
（
朱
文
円
印
）
が
あ
り
ま
す
。
各
冊
の
題
簽
に
は
儒
教
の
五
常
、

仁
義
礼
智
信
が
配
さ
れ
て
い
ま
す
。「
医
は
仁
術
な
り
」
の
言
葉
で
知

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の
医
師
は
医
の
倫
理
を
儒
教
に
求
め

ま
し
た
。
儒
者
も
医
学
を
生
計
の
道
と
す
る
場
合
が
多
く
、
儒
医
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
医
学
を
儒
教
道
徳
の
実
践
と
位
置
づ
け
た
わ
け
で

す
。各

冊
の
構
成
を
題
簽
と
原
文
で
示
せ
ば
、
以
下
の
通
り
で
す
。

第
一
冊
（
仁
）：　

朋
氏
解
体
諸
骨
論

O
ntleedkunde. A

lgem
eene beschouw

ing. 
Bijzondere Beenderen Leer （osteologia

）.

第
二
冊
（
義
）：　

朋
氏
解
体
紐
帯
諸
筋
論

L
eer der banden 

（syndesm
ologia

） en het 
vezelstelsel 

（system
a fibrosum

）. Leer der spier 

（M
yologia

）.

第
三
冊
（
礼
）：　

朋
氏
解
体
諸
脈
管
論

Leer der slagaderen. Leer der w
atervaten.

第
四
冊
（
智
）：　

朋
氏
解
体
脳
及
神
経
論

Leer van het zenuw
stelsel.

第
五
冊
（
信
）：　

朋
氏
解
体
内
蔵
諸
器
論

Leer der ingew
anden.

第
五
冊
（
信
冊
）
末
尾
に
、「Einde D

esim
a 27 dec: / 1857 / 

（bokan

） ik heb deze beschryving / in bnkuw
 3 m

iznot i / 
jaar 3

o m
aand 1

o dag / beschryven 

（
不
明
サ
イ
ン
）」
と
の
ペ
ン

書
き
が
あ
り
ま
す
。

前
半
は
「
一
八
五
七
年
一
二
月
二
七
日
出
島
に
て　

終
わ
る
」
の
意

味
で
、
ポ
ン
ペ
が
原
本
を
書
き
終
え
た
日
を
記
し
て
い
ま
す）

（
（

。
後
半
は

「
文
久
三
癸
亥
三
月
朔
日
写
之
」
の
意
味
で
す
。「（bokan

）」
は
書
写

し
た
勝
山
藩
医
学
生
秦
朴
仙
（
朴
三
郎
）
の
号
「
朴ぼ

く

庵あ
ん

」
と
思
わ
れ
ま

す
。
第
二
冊
に
は
「
一
八
六
十
年
／
朋
氏
解
剖
靭
帯
篇
／
秦
朴
仙
」
と

墨
書
し
て
い
ま
す
。

各
冊
に
勝
山
藩
藩
校
「
成
器
堂
」
の
蔵
書
印
（
朱
文
方
、
五
〇
・
五
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㎜
四
方
）、「
第
二
大
学
区
第
二
十
八
中
学
区
第
九
十
四
番
成
器
小
学
」

印
（
朱
文
方
印
）「
福
井
県
内
務
部
第
三
課
」
印
（
朱
文
方
印
）
が
捺

さ
れ
て
い
ま
す
。

成
器
堂
は
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
設
立
の
勝
山
藩
藩
校
。
初
代

学
頭
は
秦
魯
斎
（
隠
居
後
、
魯
仙
、
文
久
三
年
年
九
月
一
三
日
没
、
五

四
歳
）。「
春
龢
堂
」
印
は
本
文
庫
の
洋
学
資
料
を
収
集
し
た
京
都
の
古

書
店
主
若
林
正
治
の
蔵
書
印
で
す
。

秦
魯
斎
の
三
男
、
朴
仙
（
朴
三
郎
）
は
安
政
三
年
九
月
か
ら
同
五
年

に
か
け
て
佐
倉
順
天
堂
の
佐
藤
舜
海
（
尚
中
）
の
も
と
に
留
学
し
た
長

兄
の
勤
有
か
ら
、
文
久
元
年
に
佐
藤
塾
へ
派
遣
さ
れ
、
慶
應
元
年
九
月

ま
で
舜
海
の
も
と
で
医
学
を
学
び
ま
し
た
。

舜
海
は
万
延
元
年
一
二
月
二
三
日
（
一
八
六
一
年
二
月
二
日
）
か
ら

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
一
月
下
旬
ま
で
、
長
崎
の
ポ
ン
ペ
の
も
と
で

学
び
、
同
年
三
月
一
四
日
佐
倉
に
帰
着
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
一
年

後
の
文
久
三
年
三
月
一
日
に
、
門
人
の
秦
朴
仙
が
舜
海
の
許
し
を
得

て
、
ポ
ン
ペ
の
解
剖
学
講
義
録
を
写
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

朴
仙
は
慶
応
元
年
九
月
に
帰
藩
後
、
兄
の
家
督
を
つ
ぎ
、
勝
山
藩
医

と
な
り
ま
し
た
が
、
翌
慶
応
二
年
八
月
二
八
日
に
病
死
し
ま
し
た
。
朴

仙
が
佐
倉
順
天
堂
か
ら
も
た
ら
し
、
藩
校
成
器
堂
に
納
め
た
ポ
ン
ペ
解

剖
学
講
義
録
五
巻
に
は
、
さ
き
ほ
ど
述
べ
た
よ
う
に
儒
教
の
根
本
道

徳
、
仁
義
礼
智
信
の
五
常
が
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
成
器
堂
は
父
の
儒
医

魯
斎
が
私
財
を
な
げ
う
っ
て
そ
の
基
礎
を
つ
く
り
、
天
保
一
四
年
（
一

八
四
三
）
に
開
学
し
た
藩
校
で
し
た
。
佐
久
間
象
山
は
ペ
リ
ー
来
航
以

来
、
攘
夷
論
に
反
対
し
て
、
儒
教
主
義
に
立
つ
西
洋
科
学
技
術
摂
取
を
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主
張
し
、「
東
洋
道
徳
、
西
洋
芸
術）

（
（

」
を
唱
え
ま
し
た
。
こ
の
写
本
に

も
同
様
の
考
え
が
現
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

ポ
ン
ペ
の
解
剖
学
講
義
録
オ
ラ
ン
ダ
語
写
本
は
従
来
、
順
天
堂
大
学

所
蔵
本
だ
け
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
越
前
鯖
江
藩
医
土
屋
寛
之
の
旧

蔵
本
で
す
。
土
屋
は
文
久
二
年
五
月
に
佐
藤
舜
海
に
入
門
し
ま
し
た
。

土
屋
本
に
は
書
写
し
た
年
月
日
の
記
載
が
あ
り
ま
せ
ん
。
実
は
秦
朴
仙

と
土
屋
寛
之）

11
（

は
従
兄
弟
同
士
で
す
。
し
か
も
同
時
期
に
佐
倉
順
天
堂
に

在
塾
し
て
い
ま
し
た
。
両
写
本
は
同
時
期
の
成
立
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

両
写
本
は
、
長
崎
か
ら
佐
倉
、
佐
倉
か
ら
越
前
へ
と
、
西
洋
医
学
知
識

が
地
方
へ
伝
播
し
た
こ
と
を
実
証
す
る
資
料
と
し
て
大
変
貴
重
で
す
。

三
、
英
学
資
料

若
林
正
治
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
英
学
資
料
六
九
五
点
か
ら
、
幕
末
・
明
治

前
半
期
の
英
文
法
書
、
英
会
話
書
、
綴
字
書
、
読
本
、
単
語
帳
、
お
よ

び
文
明
開
化
関
係
書
、
あ
わ
せ
て
二
一
点
を
選
び
ま
し
た）

11
（

。
印
刷
史

上
、
大
変
貴
重
な
資
料
も
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
。

幕
府
に
先
駆
け
て
宇
田
川
家
が
英
文
法
書
を
出
版
し
た
こ
と
、
官
版

（
幕
府
刊
行
書
）
あ
る
い
は
準
官
版
が
民
間
で
、
ま
た
地
方
で
復
刻
を

通
し
て
普
及
し
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
こ
と
で
す
。

明
治
初
期
は
寺
子
屋
教
育
や
漢
学
教
授
法
を
基
礎
に
し
て
、
図え

解と
き

が

活
用
さ
れ
ま
し
た
。

根
強
い
伝
統
的
な
生
活
文
化
・
文
字
文
化
と
新
文
化
の
接
触
・
拮

抗
・
融
合
、
社
会
の
変
容
を
垣
間
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

1９　

ヴ
ェ
ル
ガ
ー
ニ
原
著　

簡
約
英
文
法　

蘭
語
版
第
二
版　

ア
ム
ス

テ
ル
ダ
ム　

一
八
五
三
年
刊

A
ngelo V

ergani &
 Johannes O

livier, E
ngelsche 

spraakkunst, vereenvoudigd en tot een-en-tw
intig lessen 

gebragt door V
ergani. O

m
gew

erkt voor de H
ollandsche 
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scholen, door J. O
livier, Joh. Z

n. T
w

eede uitgave. 
A

m
sterdam

, H
. J. V

an K
esteren, 1853.  （4

）, 191, （4

） pp.
本
書
の
前
表
紙
見
返
し
に
「
辰
十
二
月
十
二
日
伺
同
月
十
五
日
改
済

／
全
部
壱
冊　

松
平
三
河
守
家
来
／
宇
田
川
興
斎
」
と
墨
書
し
た
貼

紙
、
ま
た
「
開
板
不
苦
出
来
候
者
壱
部
調
所
江
可
相
納
事
」（
開
版
苦

し
か
ら
ず
。
出
来
候
わ
ば
一
部
、
蕃
書
調
所
へ
相
納
む
べ
き
事
）
と
墨

書
し
た
出
版
許
可
の
貼
紙
が
あ
り
ま
す
。「
辰
十
二
月
」
は
安
政
三
年

（
一
八
五
六
）
一
二
月
に
あ
た
り
ま
す
。

ハ
ー
フ
タ
イ
ト
ル
ペ
ー
ジ
に
「
蕃
書
調
所
改
」
印
（
長
方
黒
印
）
が

見
え
、
こ
の
年
一
一
月
に
発
足
し
た
ば
か
り
の
幕
府
の
洋
学
研
究
機

関
、
蕃
書
調
所
が
本
書
の
翻
刻
出
版
許
可
を
津
山
藩
医
宇
田
川
興
斎
に

与
え
た
経
緯
を
示
す
貴
重
な
資
料
で
す
。
興
斎
は
美
濃
大
垣
の
医
師
飯

沼
慾
斎
の
三
男
に
生
ま
れ
、
宇
田
川
榕
菴
の
養
子
と
な
り
宇
田
川
家
を

継
ぎ
ま
し
た

本
書
第
一
八
課
（A

chtiende Les.

）
の
始
ま
る
本
文p.116

に
は

「
以
下
未
タ
出
来
不
申
候
」
と
の
墨
書
し
た
付
箋
が
挿
入
さ
れ
て
い
ま

す
。

20　

英い
ぎ
り
す
ぶ
ん
て
ん

吉
利
文
典　

上

ヴ
ェ
ル
ガ
ー
ニ
原
著　

和
刻
本　

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）　

宇

田
川
氏
蔵
梓　

醍
醐
忠
順
旧
蔵
書

蕃
書
調
所
の
出
版
許
可
を
得
た
宇
田
川
興
斎
が
本
書
を
翻
刻
出
版
し

ま
し
た
。
書
誌
は
次
の
通
り
で
す
。（
1
）
＋
57
丁
。
題
簽
（
中
央
）

「
英
吉
利
文
典　

上
」。
小
口
書
き
「
英
吉
利
文
典　

上
」。
前
表
紙
見

返
し
「
安
政
四
年
丁
巳
新
鐫　
（
朱
印
：
上
帙
）
／EN

GELSCH
E 

SPRA
A

K
K

U
N

ST
 

英
吉
利
文
典
／
美
作　

宇
田
川
氏
蔵
梓　
（
印
：

菩
薩
楼
）」。

原
書
の
冒
頭
、
標
題
紙
か
ら
第
一
七
課
の
英
作
文
（Zeventiende 

opstel.

）
の
末
尾
（p. 116

）
ま
で
を
整
版
で
復
刻
し
て
い
ま
す
。
標

題
紙
に
「
忠
順
珍
賞
」
印
（
白
文
方
印
）
と
「
醍
醐
蔵
書
」（
朱
文
方

印
）
が
あ
り
ま
す
。
旧
蔵
者
の
醍だ

い

醐ご

忠た
だ

順お
さ

は
公
家
出
身
で
、
明
治
新
政

府
参
与
、
大
阪
裁
判
総
督
を
経
て
、
初
代
大
阪
府
知
事
を
な
っ
た
人
で
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す
。

21　

伊い
ぎ
り
す

吉
利
文ぶ
ん

典て
ん　

千
八
百
五
十
年
版

The Elem
entary C

atechism
us. English G

ram
m

ar.

和
刻
本　

手
塚
律
蔵
・
西
周
助
閲　

津
田
三
五
郎
・
牧
助
右
衛
門

校
正　

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
頃　

又
新
堂
刊

木
版
・
英
語
版
の
英
文
法
書
と
し
て
は
、
日
本
最
初
の
出
版
で
す
。

書
誌
は
次
の
通
り
で
す
。
四
七
丁
。
題
簽
（
右
）T

he elem
entary 

catechism
s. English gram

m
ar. London, Groom

brigde &
 

Sons,1851. 

の
復
刻
。
整
版
。
前
表
紙
の
前
小
口
寄
り
に
題
簽
「
伊
吉

利
文
典　

全
」。
見
返
し
に

「
手
塚
律
蔵
・
西
周
助
閲
／

伊
吉
利
文
典　

全　

千
八
百

五
十
年
版
／
津
田
三
五
郎
・

牧
助
右
衛
門
校
正　

又
新

堂
」。手

塚
律
蔵
は
周
防
出
身
の

蘭
学
者
で
す
。
嘉
永
四
年

（
一
八
五
一
）
に
佐
倉
藩
に

抱
え
ら
れ
、
同
六
年
に
江
戸

で
蘭
学
塾
又ゆ

う

新し
ん

堂ど
う

を
開
き
ま

し
た
。
西
周
助
の
ち
西に

し 

周あ
ま
ねは

手
塚
の
門
人
で
す
。

第
一
葉
表
は
匡
郭
内
に
題
簽
様
式
の
枠
を
設
け
、
中
に
「T

he / 
E

lem
entary C

atechism
s. / E

nglish G
ram

m
ar. / Price 

Sippence.

」
と
、
第
2
葉
の
標
題
紙
は
「T

he / elem
entarij 

catechism
s. 

（line

） / English / Gram
m

ar. / 

（line

） / London. 
/ Groom

brigde &
 sons paternoster row

.

」
と
印
刷
し
て
い
ま

す
。
最
終
丁
四
三
ウ
の
下
段
、
ラ
イ
ン
の
下
に
「Groom

brigde and 
sons, paternoster Row

.

」
と
印
刷
。
書
き
入
れ
（
オ
ラ
ン
ダ
語
注
）

多
く
、
19
オ
に
薄
青
色
の
挿
入
紙
片
が
あ
り
ま
す
。
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22　

英
米
対
話
捷
径　
　

中
浜
万
次
郎
著

安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
九
月　

知
彼
堂
蔵
版　

木
版

土
佐
宇
佐
浦
の
漁
師
万
次
郎
は
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）、
一
四

歳
で
漂
流
し
、
助
け
た
米
国
捕
鯨
船
長
ホ
イ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
の
支
援

に
よ
り
ア
メ
リ
カ
で
教
育
を
受
け
ま
し
た
。、
一
〇
年
後
の
嘉
永
四
年

（
一
八
五
一
）、
琉
球
を
へ
て
鹿
児
島
に
上
陸
し
、
翌
年
土
佐
に
帰
国
し

ま
し
た
。
そ
の
ア
メ
リ
カ
仕
込
み
の
英
語
力
と
航
海
術
な
ど
の
技
術
、

豊
か
な
海
外
知
識
に
よ
っ
て
、
薩
摩
藩
、
土
佐
藩
、
幕
府
、
明
治
政
府

に
重
用
さ
れ
ま
し
た
。

万
次
郎
の
著
し
た
こ
の
会
話
書
は
、
綴
字
に
よ
ら
な
い
、
実
践
的
な

話
し
言
葉
の
発
音
を
教
え
よ
う
と
苦
心
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
文
字
中

心
の
英
語
学
習
書
の
な
か
で
異
彩
を
放
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
端
を
示

し
ま
す
と
、
以
下
の
通
り
で
す
。

か
な
へ
る
か　

あ
な
た　

言
ひ　
　

い
き
り
す
こ
と
ば
を

キ
ヤ
ン　

ユ
ー　

ス
パ
ー
カ　

ヱ
ン
ケ
レ
セ

Can   you    speak   Enlish?

あ
な
た　

言
ふ　

い
き
り
す
こ
と
ば
を　

十
分
に

ユ
ー　

ス
パ
ー
カ　

ヱ
ン
ケ
レ
セ　
　
　

フ
ロ
テ

Y
ou    speak     English      pretty
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こ
ゝ
ろ
よ
く

ウ
ワ
エ
ル

w
ell.

お
ま
へ
の　

い
ひ
ふ
り　

甚　
　
　

よ
し

ユ
ー　

プ
ロ
ナ
ヲ
ン　

ウ
エ
レ　

ウ
ワ
エ
ル

Y
ou   pronounce   very    w

ell.

23　

英い
ぎ
り
す

吉
利
文ぶ
ん

典て
ん　

The Elem
entary C

atechism
us. English 

G
ram

m
ar.　

1850.

文
久
元
（1861

）
年
頃　

幕
府
（
蕃
書
調
所
）
復
刻

日
本
最
初
の
活
版
・
英
語
版
英
文
法
書
で
す
。T

he elem
entary 

catechism
s. English gram

m
ar. London, Groom

brigde &
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Sons,1851. 

を
復
刻
し
た
も
の
で
す
。

す
こ
し
詳
し
く
書
誌
を
見
ま
し
ょ
う
。
鉛
活
字
版
。
薄
葉
紙
の
両
面

に
印
刷
。
前
表
紙
、
後
表
紙
と
も
に
四
隅
に
唐
草
模
様
の
あ
る
枠
を
印

刷
し
、
表
表
紙
の
枠
内
に
は
影
付
き
の
文
字
で
「EN

GLISH
 

GRA
M

M
A

R.

」
と
飾
り
模
様
を
配
す
。
後
表
紙
の
枠
内
中
央
に
は
別

種
の
飾
り
模
様
を
置
く
。
ハ
ー
フ
タ
イ
ト
ル
ペ
ー
ジ
無
し
。

標
題
紙
「T
H

E / ELEM
EN

T
A

RY
 CA

T
ECH

ISM
S. / 

（line
） 

/ E
N

G
LISH

 / G
R

A
M

M
A

R
. / 

（fig.

） / LO
N

D
O

N
: / 

GRO
O

M
BRID

GE &
 SO

N
S, PA

T
ERN

O
ST

ER RO
W

. / SO
LD

 
BY

 A
LL BO

O
K

SELLERS. / （line

） / 1851. 

」。

頁
付
け
は
、pp. 

［I-III

］, IV
, 

［5

］-6, 

（2 leaves lacking

） 11-58, 

［59

］-63, 

（1 blank

）
と
な
っ
て
お
り
、
最
終
頁p. 63

は
本
文
行
末

の
余
白
にcul de lam

pe

と
し
て
ア
ン
フ
ォ
ラ
図
を
配
し
、
最
下
段

に
ラ
イ
ン
を
介
し
て
、「GRO

O
M

BRID
GE &

 SO
N

S, 
PA

T
ERN

O
ST

ER RO
W

」
と
出
版
社
と
そ
の
所
在
地
を
印
刷
し
て

い
ま
す
。

遊
紙
の
表
に
「
木
内211

快
哉!!!

」
の
鉛
筆
書
き
入
れ
と
「
春
和
堂

/ 19.3.14. /

若
林
書
店
」
の
円
印
（
朱
）
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
若
林

正
治
が
昭
和
一
四
年
三
月
一
四
日
に
、
本
郷
の
木
内
書
店
で
二
円
で
購

入
し
た
こ
と
を
記
し
た
も
の
で
す
。
遊
紙
の
裏
に
「
芦
野
」
印
（
朱
文

楕
円
印
）。
標
題
紙
に
「M

.W
.

収
蔵
本
・W

・
春
和
堂
」
印
（
朱
文

円
印
）。p. 63

に
「
春
和
堂
蔵
」
の
印
が
あ
り
ま
す
。

帙
題
簽
に
「
木
の
葉
文
典
」
の
墨
書
と
判
読
不
能
の
連
印
（
白
文
方

印
）
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
挿
入
付
箋
に
「
木
の
葉
文
典　

丙
戌
三
月

秋
艸
道
人
題　
（
印
：
會
）（
印
：
朔
）」
と
の
墨
書
と
連
印
、
お
よ
び

「
春
和
堂
蔵
」
印
が
あ
り
ま
す
。

「
丙
戌
三
月
」
は
昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）
三
月
で
す
。
こ
れ
ら

の
墨
書
と
連
印
は
、
こ
の
月
、
若
林
が
京
都
伏
見
の
蔵
元
「
月
の
桂
」

の
当
主
増
田
徳
兵
衛
邸
で
、
歌
人
・
美
術
史
家
の
会
津
八
一
に
書
い
て

も
ら
っ
た
も
の
で
す
。

「
木
の
葉
文
典
」
の
呼
称
は
大
槻
文
彦
「
和
蘭
字
典
文
典
の
訳
述
起

源
」（『
復
軒
雑
纂
』1912

）
に
由
来
し
ま
す
、
大
槻
が
こ
の
呼
称
を
用

い
た
文
典
は
本
書T

he elem
entary catechism

us

で
は
な
く
、
蕃
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書
調
所
が
刊
行
し
た
別
の
入
門
書Fam

ilier m
ethod for those 

w
ho begin to learn the English language. Y

edo. A
t the first 

year of M
anneng

［1861

）
12
（

］.

で
す
。
本
書T

he elem
entary 

catechism
s

を
最
初
に
誤
っ
て
「
木
の
葉
文
典
」
と
呼
ん
だ
の
は
荒

木
伊
兵
衛
『
日
本
英
語
学
書
志
』（
一
九
三
一
）
で
し
た
。

24　

和わ

英え
い

商し
ょ
う

賈こ

対た
い

話わ

集し
ゅ
う

　

初
篇　

本
木
昌
造
著

一
八
五
九
年
一
二
月　

長
崎　

塩
田
幸
八
刊

日
本
の
近
代
活
版
印
刷
の
先
駆
者
、
本
木
昌
造
が
自
作
の
欧
文
鋳
造

活
字
を
用
い
て
最
初
に
出
版
し
た
英
会
話
書
で
す）

13
（

。
商
賈
は
商
人
の
意

味
で
す
。
書
誌
は
次
の
通
り
で
す
。
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（2

）, 75 pp. 

袋
綴
じ
は
天
と
前
小
口
を
開
け
る
。
無
題
簽
。
凡
例
は

整
版
。
凡
例
の
第
二
丁
は
欠
丁
。
奥
付
を
欠
く
。
標
題
紙
と
本
文
の
欧

文
と
発
音
表
示
の
片
仮
名
は
金
属
活
字
。
本
文
の
和
訳
文
は
整
版
。
標

題

紙

は
「A

 new
 / FA

M
ILIA

R PH
RA

SES / of the / 
EN

GLISH
 and JA

PA
N

ESE LA
N

GU
A

GES / GEN
ERA

L 
U

SE
 / for the / M

E
R

C
H

A
N

T
 / of the / B

O
T

H
 

CO
U

N
T

RIES / first parts / N
A

GA
SA

K
Y

 / sixth year of 
A

N
SA

Y
 / D

ecem
ber 1859

」。

本
書
は
オ
ラ
ン
ダ
に
渡
り
、
次
の
25
ホ
フ
マ
ン
『
蘭
英
日
買
物
会
話

集
』
の
底
本
と
な
り
ま
し
た
。
巻
末
最
終
丁
裏
に
「
杉
浦
丘
園
氏
旧
蔵

書
」
印
が
捺
さ
れ
て
い
ま
す
。

25　

Johann Joseph H
offm

ann, W
inkelgesprekken in het 

H
ollandsch, Engelsch en Japansch. M

artinus N
ijhoff, 

’s G
ravenhage. | Trubner &

 C
o., London. 1861. / 

S
hopping-D

ialogues in D
utch, E

nglish and       
Japanese. Published by J. H

offm
ann, Japanese in-

terpreter to the governm
ent of the D

utch East-Indies. 

（
蘭
英
日
買
物
会
話
集　

蘭
領
イ
ン
ド
政
府
日
本
語
通
訳
ホ
フ
マ

ン
刊
）XIII, 44 pp.

本
書
は
本
木
昌
造
著
『
和
英
商
賈
対
話
集　

初
篇
』（
長
崎
、1859

）

に
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
を
付
け
て
編
集
し
、
蘭
英
日
三
カ
国
語
会
話
集
と
し

た
も
の
で
す
。
標
題
と
序
文
は
蘭
英
対
訳
。
遊
紙
にW

A
T

A
N

A
BE

の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を
組
み
合
わ
せ
た
モ
ノ
グ
ラ
ム
の
蔵
書
印
（
朱
文

円
印
）
が
あ
り
、
本
文
の
所
々
に
不
審
紙
（
赤
通
し
）
が
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

本
書
は
厚
い
洋
紙
製
の
帙
の
な
か
に
、「T

H
E GRA

N
D

 ST
U

D
Y

 
/ Leiden 1864 / 

蘭
英
音
訳　

大
学　

和
字
傍
訓　

元
治
元
年
和
蘭

版
」（
表
紙
上
段
の
ペ
ン
書
き
の
題
簽
に
よ
る
）
と
と
も
に
収
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
『
大
学
』（
朱
熹
章
句
序
）
は
西
周
が
ラ
イ
デ
ン
で
ホ
フ
マ
ン

と
協
力
し
て
出
版
し
た
も
の
で
す）

14
（

。
ま
た
、
帙
の
表
紙
下
段
に
は

「W
IN

K
ELGESPREK

K
EN

 / IN
 H

ET
 / H

O
LLA

N
D

., EN
GEL, 

E
N

 JA
P

A
N

SC
H

, / D
O

O
R

 / D
r. J. H

offm
ann. ’S 

GRA
V

EN
H

A
GE. / 1861. 

蘭
英
和
訳
商
店
会
話　

和
漢
字
和
蘭
植

民
省
印
刷
」
と
ペ
ン
書
き
し
た
題
簽
を
貼
付
し
て
い
ま
す
。
二
つ
の
題

簽
は
所
蔵
者
渡
邊
修
二
郎
の
手
書
き
で
し
ょ
う
。

帙
の
見
返
し
に
は
、「
東
京
／
渡
邊
外
交
文
庫
／
（
家
紋
）“FA

S 
EST

 ET
 A

B H
O

ST
E D

O
CERI” 

／Shuziro W
atanabe 

／

T
okyo.

」
と
の
蔵
書
票
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
の
ラ
テ
ン
語
は
「
よ
ろ

し
く
敵
か
ら
さ
え
も
学
ぶ
べ
し
」
の
意
で
、
オ
ヴ
ィ
デ
ィ
ウ
ス
の
言
葉

で
す）

15
（

。
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26　

英
語
階
梯　

和
刻
本　

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
開
成
所
刊

幕
府
は
英
文
法
書T

he Elem
entary Catechism

us. English 
gram

m
ar. London, 1851.

復
刻
版
（
蕃
書
調
所
、
一
八
六
一
）、
堀

達
之
助
訳
『
英
倭
対
訳
袖
珍
辞
書
』（
洋
書
調
所
、
一
八
六
二
）
の
刊

行
に
続
い
て
、
慶
応
二
年
、
洋
書
調
所
の
後
身
開
成
所
の
教
科
書
と
し

て
本
書
を
出
版
し
ま
し
た）

16
（

。

こ
の
初
版
は
、
二
七
丁
。
木
活
字
版
で
す
。
表
紙
は
欠
落
し
、
ハ
ー

フ
タ
イ
ト
ル
ペ
ー
ジ
「EN

GLISH
 / SPELLIN

G-BO
O

K
.

」
か
ら
始

ま
り
ま
す
。
ハ
ー
フ
タ
イ
ト
ル
ペ
ー
ジ
に
「
野
口
」
印
（
朱
文
円
印
）

が
多
数
捺
さ
れ
て
い
ま
す
。
典
拠
はLindley M

urray, A
n English 

spelling-book; w
ith reading lessons adapted to the capacities 

of children.

の
第
Ⅰ
部
で
す
。
標
題
紙
に
「A

N
 EN

GLISH
 

SPELLIN
G-BO

O
K

, W
IT

H
 REA

D
IN

G LESSO
N

S, FO
R T

H
E 

B
E

G
IN

N
E

R
S A

T
 T

H
E

 SC
H

O
O

L kaiseidzio IN
 Y

E
D

O
. 

FIRST
 ED

IT
IO

N
. Y

ED
O

. T
H

E 2. Y
EA

R O
F K

EI-O
U

.

」
と

あ
り
ま
す
。

2７　

英え
い

綴つ
づ
り

字じ　
　

足あ
す
わ羽
県
小
学
校
内
頒
行
本

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
一
〇
月　
　

福
井
藩
頒
行

幕
府
開
成
所
刊
行
の
『
英
語
階
梯
』（
慶
応
二
年
）
の
抜
粋
を
小
学

校
用
の
英
語
入
門
書
と
し
て
、
美
濃
判
で
刊
行
し
た
も
の
で
す
。
美
濃

判
は
往
来
物
（
寺
子
屋
の
教
科
書
）
に
よ
く
使
わ
れ
た
大
判
で
す
。

足
羽
県
は
明
治
初
年
、
現
在
の
福
井
県
の
中
心
部
に
あ
っ
た
県
で

す
。
明
治
五
年
四
月
、
足
羽
県
活
版
局
は
同
年
八
月
二
日
の
学
制
発
布

に
先
駆
け
て
、
英
語
入
門
書
『
官
許
ホ
ル
ス
ト
ブ
ッ
ク
』（First 
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book of lessons for the use of schools.　

小
本
、36 pp.

）
と
ド

イ
ツ
語
教
本
『
官
許
独
学
階
梯
』（
左
四
眼
袋
綴
じ
、
小
本
、
五
〇
丁
）

を
金
属
活
字
版
で
翻
刻
。
さ
ら
に
同
年
初
冬
九
月
に
本
書
『
英
綴
字
』

を
出
版
し
ま
し
た
。

書
誌
は
次
の
通
り
で
す
。
二
一
丁
。
題
簽
（
中
央
）「
明
治
五
年
初

冬
刊
／
英
綴
字
／
足
羽
県
小
学
校
内
頒
行
本
」。
冒
頭
第
一
丁
表
の
綴

じ
目
、
左
下
、
匡
郭
外
余
白
に
「
福
井
藩
頒
行
本
」
と
小
さ
く
印
刷
さ

れ
て
い
ま
す
。
冒
頭
三
丁
は
整
版
、
残
り
一
八
丁
は
木
活
字
版
。
前
表

紙
見
返
し
に
「T

his book belong to H
. tanabe

」
の
墨
書
が
あ
り

ま
す
。

さ
ら
に
、「
若
狭
国
遠
敷
郡
堤
村
桂
」「
苗
代
益
穏
道
人
」「
南
越
産

人
南
條
道
人
」「
直
指
道
人
」、「
若
狭
国
遠
敷
郡
堤
村
桂
桂
雲
寺
内
」

「
曹
洞
学
林
宗
費
生　

苗
代
益
隠
」「
越
前
国
南
條
郡
坂
口
村　

少
林
寺

徒
弟
」「
福
井
県
越
前
山
中
学
林
生
徒
」「
田
辺
白
龍
英
学
先
生
」
な
ど

の
墨
書
が
多
数
あ
り
ま
す
。

本
文
庫
に
は
、
こ
れ
ら
足
羽
県
出
版
の
外
国
語
教
科
書
三
点
が
揃
っ

て
い
ま
す
。
他
に
例
が
な
く
大
変
貴
重
で
す
。

28　

W
illiam

 Elliot G
riffi

s, The new Japan prim
er, num

ber 
one. Introductory to the new

 Japan readers. San 
Francisco, A.L. Bancroft and C

om
pany, 18７2. 30 pp.

こ
の
英
語
読
本
の
著
者
グ
リ
フ
ィ
ス
は
明
治
初
期
の
御
雇
外
国
人
教

師
で
す
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
三
月
七
日
か
ら
翌
年
一
月
二
〇
日

ま
で
福
井
藩
校
で
理
科
を
教
え
た
あ
と
、
明
治
五
年
大
学
南
校
に
移

り
、
明
治
八
年
に
帰
国
し
ま
し
た
。

表
紙
の
絵
は
リ
ン
カ
ー
ン
を
思
わ
せ
る
ア
メ
リ
カ
人
教
師
が
椅
子
に

座
り
、
両
脇
の
和
装
の
日
本
人
男
女
生
徒
を
教
え
て
い
ま
す
。
文
明
開

化
の
盟
主
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

表
紙
の
タ
イ
ト
ル
は
「T

H
E N

EW
 / JA

PA
N

 / PRIM
ER / 

N
um

ber O
ne / SA

N
 FRA

N
CISCO

. / A
. L. Bancroft &

 
Com

pany. / PU
BLISH

ERS

」。
前
表
紙
見
返
し
（
白
紙
）
に
書
店

ラ
ベ
ル
「FRO

M
 F.R. W

etm
ore &

 Co. BO
O

K
SELLERS, &

c. 
Y

okoham
a, Japan.

」
を
貼
付
し
て
い
ま
す
。
標
題
紙
は
「T

H
E / 

N
E

W
 JA

P
A

N
 / P

R
IM

E
R

, / N
U

M
B

E
R

 O
N

E
. / 
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IN
T

RO
D

U
CT

O
RY

 T
O

 T
H

E N
EW

 JA
PA

N
 REA

D
ERS. / 

By W
ILLIA

M
 E. GRIFFIS, / Professor of Chem

istry and 
Physics, / IN

 T
H

E M
O

M
 BU

 N
A

N
 K

O
 / T

O
K

EIO
. / SA

N
 

FRA
N

CISCO
: / A

. L. BA
N

CRO
FT

 A
N

D
 CO

M
PA

N
Y

, / 
1872: / FIFT

H
 Y

EA
R O

F M
EIJI.

」。
本
文
は
発
音
と
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
、Lesson I. ~Lesson X

X
V

I.

、Com
m

on phrases.

か
ら

な
り
、
挿
絵
は
あ
り
ま
せ
ん
。

2９　

W
illiam

 Elliot G
riffi

s, The new Japan pictorial prim
er. 

Introd
uctory to the new

 Jap
an read

ers. S
an 

Francisco, A.L. Bancroft and C
om

pany, 18７2.

（2

）, ii, 3-43 pp.

グ
リ
フ
ィ
ス
が
前
書
の
続
編
と
し
て
同
じ
出
版
社
か
ら
出
し
た
絵
入

り
英
語
読
本
で
す
。
表
紙
の
絵
は
同
じ
で
す
。
表
紙
の
タ
イ
ト
ル
は

「T
H

E N
EW

 / JA
PA

N
 / PICT

O
RIA

L PRIM
ER / SA

N
 

F
R

A
N

C
ISC

O
. / A

. L
. B

ancroft &
 C

om
pany. / 

PU
BLISH

ERS

」。
前
表
紙
見
返
し
は
白
紙
。
標
題
紙
は
「T

H
E / 

N
E

W
 JA

P
A

N
 /

 P
IC

T
O

R
IA

L
 P

R
IM

E
R

. / 
IN

T
RO

D
U

CT
O

RY
 T

O
 T

H
E N

EW
 JA

PA
N

 REA
D

ERS. / 
By W

ILLIA
M

 E. GRIFFIS, A
. M

., / Professor of Chem
istry 

and Physics, / IN
 T

H
E M

O
M

 BU
 N

A
N

 K
O

 / T
O

K
EIO

. / 
SA

N
 FRA

N
CISCO

: / A
. L. BA

N
CRO

FT
 A

N
D

 CO
M

PA
N

Y
, 

/ 1872: / FIFT
H

 Y
EA

R O
F M

EIJI.

」。

本

文

はLesson 
I.~Lesson X

LII.

、Com
m

on phrases.

か
ら
な
り
ま
す
。
小
口
木

版
の
挿
絵
が
多
数
入
っ
て
い
ま
す
。

英
文
テ
キ
ス
ト
の
話
題
に
は
日
本
風
俗
も
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。
福
井
で
の
著
者
の
見
聞
が
反
映
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。

タ
イ
ト
ル
に
あ
るpictorial

（
絵
入
り
、
の
意
）
は
精
巧
な
木
口
木

版
の
挿
絵
を
盛
り
込
ん
だ
一
九
世
紀
英
米
の
教
科
書
・
辞
典
・
教
養
書

の
書
名
で
、
好
ん
で
使
用
さ
れ
た
形
容
詞
で
す
。

30　

英い
ぎ
り
す

吉
利
単た
ん

語ご

篇へ
ん　

慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）　

開
成
所
刊
行　

再

版
（2

）, ７6 pp.
幕
府
開
成
所
が
同
じ
年
に
刊
行
し
た
初
版
よ
り
、
わ
ず
か
に
小
ぶ
り

な
再
版
で
す
。
英
単
語
一
四
九
〇
語
をPart I

～PartV

の
五
部
に
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分
け
た
英
単
語
分
類
語
彙
表
で
す
。
訳
語
は
付
け
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

題
簽
（
中
央
）「BO

O
K

 O
F IN

ST
RU

CT
IO

N
 V

O
L.I. / 

慶
応

二
年
刊
／
英
吉
利
／
単
語
篇
／
開
成
所
」。
標
題
紙
「BO

O
K

 / FO
R 

/ IN
ST

RU
CT

IO
N

 / A
T

 / T
H

E SH
O

O
L K

A
ISEIZIO

 / IN
 

Y
ED

O
. / V

O
L. I. / FIRST

 ED
IT

IO
N

. / Y
ED

O
. / A

N
N

O
 2. 

K
EI-O

U
.

」
に
「
開
成
所
刊
行
」
印
と
「
宮
川
蔵
書
」（
朱
文
方
印
、

上
か
ら
大
木
蔵
書
と
重
ね
て
墨
書
）
が
あ
り
ま
す
。
和
紙
両
面
印
刷
。

活
版
。
前
表
紙
見
返
し
に
「
三
柳
居
杉
浦
氏
蔵
書
記
」
印
が
あ
り
、
杉

浦
三
郎
兵
衛
筆
の
解
題
（
薄
緑
短
冊
）
が
挿
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

31　

単
語
図
解　
　

市い
ち

川か
わ

央お
う

坡は

（
清
流
）
著　

上
冊

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
五
月
刊

慶
応
二
年
開
成
所
刊
行
『
英
吉
利
単
語
篇
』
の
図え

解と
き

版
で
す
。

下
冊
は
明
治
七
年
一
月
刊
。
上
下
二
冊
と
も
に
従
吾
所
好
斎
蔵
梓
。

左
袋
綴
じ
。
図
は
下
冊
末
尾
の
国
名
・
国
旗
（
多
色
刷
り
）
を
除
い
て

茶
色
刷
り
で
す
。
版
心
「
対
訳
名
物
図
編
」。
題
簽
（
中
央
）「〈
英
国
〉
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単
語
図
解　

上
（
下
）」。
上
下
二
冊
の
構
成
は
次
の
通
り
で
す
。

上
冊
、
三
八
丁
。
前
表
紙
見
返
し
「
市
川
央
坡
著
／
英
国
単
語
図
解

／
明
治
五
仲
夏
従
吾
所
好
斎
蔵
」。「
パ
ー
トPart I.

ホ
ル
ス
ト
」（
第

一
篇
）
～
「
パ
ー
トPart IV

.

フ
ヲ
ア
ー
」（
第
四
篇
）
を
收
載
。
三

八
ウ
の
奥
付
「
市
川
央
坡
著
／
明
治
五
年
蒲
月
新
刊　

従
吾
所
好
斎
蔵

梓
」。
後
表
紙
見
返
し
は
白
紙
。

下
冊
、
第
三
八
丁
～
第
七
六
丁
。
第
三
八
丁
の
丁
付
け
は
「
三
十

八
」
と
あ
り
ま
す
が
、
上
冊
の
「
三
十
八
」
と
異
な
る
丁
で
す
。
第
三

八
丁
表
は
題
字
「
英
国
単
語
図
解　

墨
斎
書
」。「
パ
ー
トPart V

. 

ヒ

フ
ツ
」（
第
五
篇
）
を
收
め
て
い
ま
す
。
後
表
紙
見
返
し
の
奥
付
は

「
明
治
七
年
一
月
新
刻
／
市
川
央
坡
著
／
和
泉
屋
半
兵
衛
・
万
屋
忠
蔵

梓
」。著

者
市
川
清
流
（
号
は
央
坡
）
は
国
学
・
漢
学
者
で
す
。
文
久
二
年

（
一
八
六
二
）
の
遣
欧
使
節
副
使
松
平
康
英
の
従
者
と
し
て
渡
欧
し
、

翌
年
帰
国
し
ま
し
た
。
著
書
に
『
尾び

蠅よ
う

欧お
う

行こ
う

漫ま
ん

録ろ
く

』（
文
久
三
年
自
序
）

が
あ
り
ま
す
。
の
ち
文
部
省
の
官
吏
と
な
り
ま
し
た
。

32　

英い
ぎ
り
す

吉
利
単た
ん

語ご

篇へ
ん

素そ

読ど
く

本ほ
ん　

訳
解
付

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）　

玉
養
堂
梓

慶
応
二
年
開
成
所
刊
行
『
英
吉
利
単
語
篇
』
を
復
刻
し
、
各
巻
末
に

「
訳
解
」
と
題
す
る
訳
語
表
を
付
け
て
い
ま
す
。
書
名
に
「
素
読
」「
訳

解
」
と
い
う
漢
学
流
の
英
語
学
習
法
を
示
す
語
を
用
い
て
い
ま
す
。
書

誌
は
次
の
通
り
で
す
。
東
京
、
西
京
（
京
都
）、
大
坂
の
三
都
に
広
く

販
売
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

上
下
二
冊
。
各
冊
一
オ
に
「
東
京
府
印
」（
朱
文
方
印
）。
題
簽
（
中

央
）「BO

O
K

 / FO
R / IN

ST
RU

O
T

IO
N

　
［sic

］ / 

明
治
五
壬
申

歳
開
版
／
〈
英
吉
利
単
語
篇
〉
素
読
本　

上
（
下
）
編
／
訳
解
付
」。

上
冊
。
四
〇
丁
。
前
表
紙
見
返
し
（
絵
入
り
扉
）「BO

O
K

 / FO
R 

/ IN
ST

RU
CT

IO
N

. / 

〈
英
吉
利
〉
単
語
編
素
読
本　

上
編
／
訳
解
付

／FIFT
H

 Y
EA

R O
F M

E-JI. / 

東
京　

玉
養
堂　
（
朱
文
方
印
）」。

後
半
の
九
丁
は
前
半
三
一
丁
（Part I. 

～ Part III.

）
の
計
三
四
〇

語
句
（1.

～341.

）
に
対
す
る
訳
解
。
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下
冊
。
四
六
丁
。
後
半
の
一
〇
丁
は
前
半
三
六
丁
（Part IV

.

）
の

計
四
〇
〇
語
句
（341.

～741.

）
の
訳
解
。
後
表
紙
見
返
し
に
西
京

（
村
上
勘
兵
衛
、
出
雲
寺
文
次
郎
）、
大
坂
（
秋
田
屋
市
兵
衛
、
鶴
賀
屋

九
兵
衞
）、
東
京
（
須
原
屋
茂
兵
衛
以
下
都
合
一
〇
名
）
を
掲
げ
て
い

ま
す
。

33　

泰た
い

西せ
い

訓き
ん

蒙も
う

図ず

解か
い　
　

田
中
芳
男
訳

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
一
二
月 

文
部
省
刊

訳
者
の
田
中
芳
男
は
伊
藤
圭
介
の
門
人
で
、
幕
末
明
治
期
の
物
産
学

者
で
す
。
幕
府
物
産
方
と
し
て
一
八
六
七
年
の
パ
リ
万
博
に
参
加
し
、

明
治
初
期
に
は
文
部
省
で
西
洋
式
の
掛
図
や
「
図え

解と
き

」
に
よ
る
博
物
教

育
を
推
進
し
ま
し
た
。
の
ち
農
林
水
産
業
の
近
代
化
を
進
め
る
た
め
産

業
博
物
館
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
し
た
。

本
書
は
左
図
の
よ
う
に
、
毎
半
葉
四
図
の
木
版
彩
色
図
に
ド
イ
ツ

語
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
日
本
語
の
名
称
を
付
け
て
図
解
し
て
い
ま

す
。本

書
の
書
誌
は
次
の
通
り
で
す）

17
（

。

右
袋
綴
じ
。
上
下
二
冊
。
題
簽
（
左
）「〈
官
版
〉
泰
西
訓
蒙
図
解　

上
（
下
）」。

上
冊
。
三
二
丁
。
前
表
紙
見
返
し
「
田
中
芳
男
訳　

内
田
晋
斎
校　

（
黒
印
：
文
部
省
）
／
泰
西
訓
蒙
図
解
／
明
治
四
年
辛
未
冬
十
二
月
刊

行　

文
部
省
」。
叙
（
一
丁
、
白
文
、
句
点
付
き
）
末
尾
「
明
治
四
季

辛
未
仲
秋　

文
部
少
助
教
内
田
嘉
一
誌
并
書
」。
附
言
・
目
次（
一
丁
）。

家
屋
部
、
屋
財
部
、
家
具
部
、
食
器
部
、
庖
厨
具
、
酒
窖
具
、
馬
房

具
、
工
匠
具
、
衣
服
類
、
村
落
部
、
園
囿
部
の
一
一
部
門
か
ら
な
り
ま

す
。下

冊
。
三
一
丁
。
荘
務
部
、
家
畜
部
、
野
獣
部
、
学
校
部
、
要
楽

部
、
游
戯
部
、
都
街
部
、
鉄
道
部
、
駕
車
部
、
海
洋
部
、
兵
卒
部
の
一

一
部
門
か
ら
な
り
ま
す
。
後
表
紙
見
返
し
に
「〈
官
版
〉
御
用
御
書
物

師
」
と
し
て
須
原
屋
茂
兵
衛
、
山
城
屋
佐
兵
衛
、
岡
田
屋
嘉
七
、
和
泉

屋
金
右
衛
門
、
和
泉
屋
市
兵
衛
、
紀
伊
国
屋
源
兵
衛
、
出
雲
寺
万
次
郎

の
七
名
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

©Kanda Sano Library, KUIS.



121

 洋学貴重資料にみる絵と言葉―江戸から明治へ―

34　

英
語
傍
訓
実
語
教　

成
性
主
人
編

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
四
月　

成
性
館
蔵
版　

鈴
木
喜
右
衛

門
・
水
野
慶
次
郎
発
兌

実
語
教
は
童
子
教
と
と
も
に
、
江
戸
時
代
の
寺
子
屋
教
科
書
の
定
番

で
し
た
。
本
書
で
は
実
語
教
の
漢
字
一
字
一
字
に
英
語
の
訳
語
を
付
け

て
い
ま
す
。
英
文
の
単
語
一
語
一
語
に
訳
語
（
漢
語
）
を
付
け
て
読
み

下
す
、
漢
学
流
の
英
語
学
習
法
を
漢
文
に
応
用
し
た
例
と
し
て
、
そ
の

有
効
性
は
と
も
か
く
、
興
味
深
い
も
の
で
す
。

前
表
紙
見
返
し
と
同
版
で
す
が
、
多
色
刷
り
の
袋
付
き
で
す
。
漢
学

か
ら
英
学
へ
の
転
換
が
児
童
の
服
装
で
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
書
誌
は
次

の
通
り
で
す
。

（
1
）+

12
丁
。
題
簽
（
左
）「〈
英
語
傍
訓
〉
実
語
教　

全
」。
前
表

紙
見
返
し
（
二
児
遊
戯
図
入
り
）「
宦
許　

明
治
六
年
新
鐫
／
成
性
主

人
纂
加
／
〈
英
語
傍
訓
〉
実
語
教　

全
／
東
京　

成
性
館
蔵
版
」。「
緒

言
」
末
尾
「
于
時
大
日
本
紀
元
二
千
五
百
三
十
三
年
初
夏　

東
京
神
田　

成
性
主
人
誌
」。
版
心
「
成
性
館
蔵
書
」。
後
表
紙
見
返
し
「
実
語
教　

終　

／
〈
英
語
傍
訓
〉
童
子
教　

近
刻
／
書
肆　

東
京
本
石
町
二
丁
目　

鈴
木
喜
右
衛
門　

通
油　

水
野
慶
次
郎
」。

35　

開
化
節
用
集　

宇
喜
田
小
十
郎
輯

明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
一
二
月　

遠
藤
平
左
衛
門
開
版　

文
明

書
楼
蔵

節
用
集
は
江
戸
時
代
に
民
間
に
流
布
し
た
以い

呂ろ

波は

引
き
の
漢
字
字
典

で
す
。
日
常
生
活
で
使
用
す
る
草
書
体
か
ら
楷
書
体
を
知
る
ツ
ー
ル
で

し
た
。
本
文
は
以
呂
波
に
よ
る
音
引
き
と
、
同
音
で
始
ま
る
語
彙
の
伝

統
的
な
部
立
て
（
乾
坤
時
候
な
ど
）
を
組
み
合
わ
せ
、
頭
書
き
（
頭

注
）
に
百
科
事
項
を
載
せ
て
い
ま
す
。
幕
末
開
国
以
降
、
節
用
集
に
洋
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学
知
識
が
盛
り
込
ま
れ
て
行
き
ま
す
。

明
治
初
年
京
都
で
出
版
さ
れ
た
本
書
の
多
色
刷
り
口
絵
は
「
勧
業
場

図　

三
渓
」「（
四
条
大
橋
図
）
九
十
一
嫗　

式
部
」「
集
書
院　

三
渓

居
士
」「
造
幣
寮
・
電
信
機
・
学
校
・
郵
便
」「
蒸
気
船
・
鉄
道
・
燈

台
・
人
力
場
車
」
と
、
京
都
の
文
明
開
化
を
よ
く
表
し
て
い
ま
す
。
集

書
院
は
明
治
五
年
に
開
館
し
た
日
本
最
初
の
近
代
公
共
図
書
館
で
す
。

三
渓
は
漢
学
者
菊
池
三
渓
で
す
。

四
条
大
橋
図
の
賛
に
「
天
地
に
み
つ
る
／
ほ
か
け
の
／
大
す
す
み
／

く
ろ
か
ね
は
し
も
／
は
れ
わ
た
り
け
り
／
九
十
一
嫗
／
式
部
」
と
あ
り

ま
す
。
こ
れ
を
翻
字
し
ま
す
と
「
天あ

ま

地つ
ち

に
満
つ
る
火ほ

か
げ炎

の
大
涼
み
鉄

く
ろ
が
ね
ば
し

橋

も
晴
れ
渡
り
け
り
」
と
な
り
ま
す
。「
大
涼
み
」
は
旧
暦
六
月
七
日
か

ら
一
四
日
に
行
わ
れ
た
祇
園
の
納
涼
行
事
を
言
い
ま
す
。
四
条
大
橋
は

当
時
、
欄
干
が
鉄
製
と
な
り
「
く
ろ
が
ね
ば
し
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。

式
部
は
歌
人
高
畠
式
部
。
明
治
一
四
年
九
八
歳
で
没
し
ま
し
た
。

三
渓
の
賛
の
読
み
下
し
は
「
満
院
の
芸
香
緗
帙
、
鮮
や
か
に
し
て
、

等
身
の
古
典
、
新
編
に
雑
じ
る
、
這こ

の
中
、
別
し
て
育
英
の
物
有
り
、

細
読
数
行
の
単
語
篇
」。「
細
読
数
行
の
単
語
篇
」
は
開
成
所
刊
行
の

『
英
吉
利
単
語
篇
』
に
始
ま
る
一
連
の
英
語
単
語
編
を
さ
す
と
思
わ
れ

ま
す
。

こ
の
節
用
集
の
書
誌
は
次
の
通
り
で
す
。
一
六
六
丁
。
題
簽
（
左
）

「〈
宇
喜
田
小
十
郎
輯
〉
開
化
節
用
集　

全
」。
前
表
紙
見
返
し
「
宇
喜

田
小
十
郎
輯
／
〈
官
許
〉
開
化
節
用
集
／
京
都　

文
明
書
楼
蔵
」。
題

字
「
無
尽
蔵　

明
治
乙
亥
十
二
月　

江
馬
欽
題
」。
江
馬
欽
は
京
都
の

書
家
・
文
人
江
馬
天
江
で
す
。

本
文
は
、
い
ろ
は
引
き
「
漢
語
字
」（
一
オ
～
一
三
八
ウ
）
と
「
開

化
当
用
文
章
」（
一
三
九
オ
～
一
六
〇
ウ
）
か
ら
な
り
ま
す
。
頭
書
に

「
西
洋
草
書
小
字
」「
同
常
用
之
点
記
」「
西
洋
数
字
」「
同
符
」
が
あ
り

ま
す
。

最
終
丁
オ
奥
付
「
明
治
七
年
三
月
十
三
日
官
許　

同
八
年
十
二
月
刻

成
／
輯
者　

京
都
府
下
平
民　

宇
喜
多
小
十
郎
（
住
所
略
）
開
版
人　

京
都
府
下
書
林
商　

遠
藤
平
左
衛
門
（
下
略
）」。
最
終
丁
ウ
に
「
西
京
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書
肆
」
と
し
て
、
村
上
勘
兵
衛
、
出
雲
寺
文
治
郎
、
藤
井
孫
兵
衛
、
風

月
庄
左
衛
門
、
大
谷
仁
兵
衛
の
五
人
を
掲
げ
、
大
谷
仁
兵
衛
に
朱
印
が

あ
り
ま
す
。

36　

あ
そ
び
こ
の
ち
ゑ
く
ら
べ 

二
冊　

木
版

文
明
開
化
期
、
知
識
階
層
の
子
弟
に
は
、
伝
統
的
な
漢
詩
文
や
和

歌
・
俳
諧
に
加
え
て
、
新
し
い
英
学
の
教
養
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
本

書
の
第
二
冊
は
俳
句
を
冠
し
た
和
風
の
英
単
語
帳
で
す
。
著
者
・
刊
行

者
・
刊
行
年
は
不
明
で
す
。

第
一
冊
は
表
紙
共
一
一
丁
。
前
表
紙
は
題
簽
を
用
い
ず
、
洋
風
の
花

飾
り
の
枠
に
「
あ
そ
び
こ
の
／
ち
ゑ
く
ら
べ
／
共
二
冊
」
と
書
名
を
印

刷
し
て
い
ま
す
。
加
賀
の
千
代
女
の
名
句
で
始
ま
る

「
朝あ

さ

㒵か
ほ

に
つ
る
べ
と
ら
れ
て
囉も

ら

ひ
水ミ

づ

／
さ
け
／
て
う
ち
ん
／
だ
い
こ

／
に
ざ
か
な
／
も
ち
／
か
ら
み
／
ま
く
ら
／
ふ
え
／
て
ん
ま
ぶ
ね
／
か

ば
や
き
」（
一
ウ
～
二
オ
）
の
よ
う
に
、
見
開
き
左
右
一
面
に
、
彩
色

五
小
図
（
物
品
の
絵
解
き
）
を
配
し
、
各
面
右
端
に
俳
句
を
掲
げ
ま

す）
18
（

。
英
単
語
は
あ
り
ま
せ
ん
。
後
表
紙
に
墨
書
「
愛
知
県
知
多
郡
尾
州

亀
崎
村
間
瀬
八
右
衛
門　

伊
東
源
四
郎
持
」
が
あ
り
ま
す
。

第
二
冊
に
は
英
単
語
が
加
わ
り
ま
す
。
第
一
冊
と
同
じ
く
表
紙
共
一

一
丁
。
前
表
紙
は
第
一
冊
と
同
じ
く
、
洋
風
の
花
飾
り
の
枠
内
に
「
あ

そ
び
こ
の
／
ち
ゑ
く
ら
べ
／
共
二
冊
」
と
印
刷
し
て
い
ま
す
。
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第
二
冊 

一
ウ
～
二
オ
（
下
図
参
照
）
を
翻
字
し
ま
し
ょ
う
。

「
行あ

ん

燈ど
ん

を
か
ぜ
に
と
ら
れ
て
月つ

き

涼す
ゝ

し
／W

ウ
　
イ
ン

ine

米さ

汁け

／P

パ
イ
プ

ipe

烟き
せ
る管

／

C

コ
ー
コ
ム
バ
ル

ucam
ber

［sic

］
胡き

瓜う
り

／C

ク
ラ
ブ

rab

蟹か
に

／P

ペ
ル
シ
ム
ム
ン

ersim
m

on

柿か

子き

／M

マ
ス
ク

ask

仮か

面め
ん

／S
シ
ン
ギ
ン
ウ
ー
メ
ン

inging-w
om

an

／
妓げ

い

女し
や

／P

ポ
ヲ
ペ
ッ
ト

uppet

偶に
ん
ぎ
や
う人

／M

モ
ニ
イ

ony

［sic

］

通か

宝ね

／P

ヘ
ー
コ
ッ
ク

ea-cock
孔く

雀じ
や
く」

の
よ
う
に
、
見
開
き
左
右
1
面
に
、
フ
リ

ガ
ナ
付
き
英
単
語
一
〇
語
（
ふ
り
が
な
付
き
訳
語
入
り
）
を
配
し
、
各

面
右
端
に
俳
句
を
掲
げ
ま
す
。
英
単
語
は
都
合
一
〇
〇
語
で
す
。
後
表

紙
に
墨
書
「
伊
東
粂
太
郞
」
が
あ
り
ま
す
。

3７　

大
し
ん
ば
ん
英ゑ

い

国こ
く 

廿に
じ
う 

六ろ
く

文も

字じ

絵ゑ

直な
を
し
　
　

刷
り
物　

一
枚

若
林
正
治
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
以
呂
波
の
ロ
ー
マ
字
綴
り
や
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
字
形
を
教
え
る
刷
り
物
や
折
り
本
が
沢
山
集
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
こ
の
刷
り
物
を
選
び
ま
し
た
。

絵
直
し
は
幕
末
に
流
行
し
た
遊
戯
で
す
。
相
手
に
任
意
の
文
字
や
図

形
を
与
え
、
そ
の
文
字
や
図
形
を
含
む
絵
を
描
か
せ
て
楽
し
み
ま
す
。

文
明
開
化
期
、
庶
民
が
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
か
ら
連
想
す
る
イ
メ
ー
ジ
は

欧
化
さ
れ
て
な
い
身
の
回
り
の
世
界
を
ユ
ー
モ
ア
と
と
も
に
彷
彿
と
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。
縦
三
六
六
㎜
、
横
二
五
四
㎜
、
刊
行
年
・
刊
行
者
は

不
明
で
す
。
説
明
文
の
翻
字
は
別
紙
の
通
り
で
す
。（　
　

）
内
は
補

足
で
す
。

Ａ　

ゆ
う
だ
ち
に
か
ら
か
さ　
　
（
夕
立
に
唐
傘
）

Ｂ　

お
き
や
が
り
こ
ぼ
う
し　
　
（
起
き
上
が
り
小
坊
師
）

Ｃ　

ざ
ん
ぎ
り
の
か
を　
　
　
　
（
散
切
り
の
顔
）

Ｄ　

唐
う
ち
わ　
　
　
　
　
　
　
（
唐
団
扇
）

Ｅ　

か
ミ
は
ら
ぬ　

あ
ん
ど　
　
（
紙
張
ら
ぬ
行
燈
）

Ｆ　

か
ど
口
の
と　
　
　
　
　
　
（
門
口
の
戸
）

Ｇ　

歯
い
た
の
か
う
や
く　
　
　
（
歯
痛
の
膏
薬
）

Ｈ　

往わ
う

来ら
い

の
木き

戸ど

口ぐ
ち

Ｉ　

往わ
う

来ら
い

の
と
う
ろ
う　
　
　
　
（
往
来
の
燈
籠
）

Ｊ　

小
べ
ん
た
ご
の
か
こ
ひ　
　
（
小
便
担
桶
の
囲
ひ
）

Ｋ　

芝し
ば

居い

の
ま
く
引ひ

き

Ｌ　

茶
ミ
せ
の
せ
う
ぎ　
　
　
　
（
茶
店
の
床
几
）

ハ
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Ｍ　

つ
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鶴
）

Ｎ　

か
ま
き
り

Ｏ　

げ
ほ
う
さ
ん　
　
　
　
　
　
（
外
法
さ
ん
、福
禄
寿
・
寿
老
人
）

Ｐ　

台だ
い

ぢ
や
う
ち
ん　
　
　
　
　
（
台
提
灯
）

Ｑ　

向む
か

ふ
む
き
の
ね
づ
み　
　
　
（
向
ふ
向
き
の
鼠
）

Ｒ　

椅い

子す

に
こ
し
か
け
て
い
る
人

Ｓ　

両り
や
う頭と
う

の
へ
び

Ｔ　

て
ぬ
ぐ
ひ
か
け　
　
　
　
　
（
手
拭
ひ
掛
け
）

Ｕ　

う
へ
木
ば
ち　
　
　
　
　
　
（
植
木
鉢
）

Ｖ　

で
ん
〳
〵
む
し

Ｗ　

越ゑ
ち

後ご

じ
し
さ
か
だ
ち　
　
　
（
越
後
獅
子
逆
立
ち
）

Ｘ　

し
つ
ぽ
く
だ
ひ
の
あ
し　
　
（
卓
袱
台
の
脚
）

Ｙ　

竿さ
を

あ
げ

ｇ　

き
つ
ね

ｃ　

く
ゝ
り
ざ
る　
　
　
　
　
　
（
括
り
猿
）

ｅ　

印い
ん

ろ
う　
　
　
　
　
　
　
　
（
印
籠
）

ｔ　

つ
る
べ
上
る
い
か
り　
　
　
（
釣
瓶
上
る
錨
）

Ｚ　

病
右
衛
門
た
た
み
の
た
て　
（
畳
の
楯
）

当
五
十
音
英
字
絵
直
し
続
き
て
出
板
仕
り
候
御
求
被
遊
可
被
下
候

以
上

38　

吾あ
づ
ま妻
余な
ご
り波　

壱
編　

岡
本
昆
石
編

明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
）
一
〇
月 

森
戸　

太
郎
蔵
版
「
英
王

堂
蔵
書
」（
朱
文
長
方
印
）
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
旧
蔵
書

一
八
八
〇
年
代
は
欧
米
の
世
界
旅
行
ブ
ー
ム
に
乗
り
、
富
裕
層
が
秘

境
を
求
め
て
、
日
本
に
も
大
勢
押
し
寄
せ
た
時
代
で
す
。
文
明
開
化
に

よ
っ
て
廃
棄
さ
れ
て
い
く
、
日
本
の
古
い
文
物
や
風
俗
が
か
え
っ
て
欧

米
人
の
興
味
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

本
書
の
編
者
は
文
明
開
化
・
欧
化
主
義
の
風
潮
に
抗
し
て
、
消
え
ゆ

く
江
戸
徳
川
の
風
俗
を
木
版
多
色
刷
り
の
絵
入
り
百
科
事
典
の
形
に
留

め
、
一
矢
を
報
い
よ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
英
文
の
説
明
を
加
え
来
日
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欧
米
人
の
需
要
に
も
応
え
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
装
丁
も
和
本
に
洋
書
の
要
素
も
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

右
袋
綴
じ
と
し
、
表
紙
見
返
し
に
和
本
の
扉
を
つ
け
て
い
ま
す
が
、
第

一
紙
を
洋
書
に
な
ら
っ
た
標
題
紙
と
し
て
、
扉
も
標
題
紙
も
書
名
、
著

者
名
、
刊
記
を
和
英
両
語
で
記
し
て
い
ま
す
。

目
次
も
日
英
両
語
で
す
。
英
語
目
次
（CO

N
T

EN
T

S

）
は
「T
he 

figure of fem
ale hair. / Com

m
on trade m

arks. / Japanese 
hat and cap. / hair-tool of w

om
en. / H

air-pins and com
bs. / 

Japanes

［sic

］ fem
ale clothing. / T

he am
usem

ents of 
children. / T

he w
ords of children. / Exhibitions for m

oney. 
/ T

he kind of beggar. / T
he celebreted

［sic

］ article and 
food in T

okio. / T
he nam

es of cake

」。

対
応
す
る
日
本
語
「
目
録
」
は
「
婦を

ん
な女

の
髪か

み 
風か

た
ち并

考
か
ん
が
へ／

看か
ん

版ば
ん

譜ふ

／

冠か
ぶ
り物も
の

の
図づ

并
考

か
ん
が
へ／

婦を
ん
な女

の
髪か

み

結ゆ
ひ

属だ
う

品ぐ

／
櫛く

し

（
く
し
）
笄

か
う
が
ひ／

簪
か
ん
ざ
し／

婦を
ん
な女

の

衣き
も
の服

／
子こ

供ど
も

遊あ
そ
び戯

の
図づ

よ
せ寄

／
幼を

さ
な稚

言こ
と

葉ば

の
図づ

よ
せ寄

／
東あ

づ
ま都

名め
い

物ぶ
つ

／
東あ

づ
ま都

菓く
わ
し子

名な

寄よ
せ

」
で
す
。

書
誌
は
次
の
通
り
で
す
。
六
二
丁
。
多
色
木
版
図
多
数
。
題
簽（
左
）

「A
ncient and / m

odern / V
arious U

sage / of T
okio. / 1V

O
. 

/ 〈
古
今
百
風
〉吾
妻
余
波　

壱
編
」。
前
表
紙
見
返
し（
扉
）「A

ncient 
and m

odern / V
A

R
IO

U
S U

SA
G

E
S; / 

（O
F

） / T
O

K
IO

 
JA

PA
N

, / by / K
. S. O

kam
oto. / 1 V

O
. / 

岡
本
昆
石
編
纂
／

〈
古
今
百
風
〉
吾あ

づ
ま妻

余な
ご
り波　

壱
編
／
森
戸
錫
太
郎
蔵
版
／T

O
K

IO
; 

Y
.T

.R. M
O

RIT
O

. / 1885. / N
O

. 34 M
U

RA
M

A
T

SU
CH

O
.

」。

絵
入
り
標
題
紙
「A

ncient and m
odern / V

A
RIO

U
S 

U
SA

GES; / O
F / T

O
K

IO
 JA

PA
N

, / by / K
. S. O

kam
oto. / 

1 V
O

. / 

岡
本
昆
石
編
纂
／
〈
古
今
百
風
〉
吾あ

づ
ま妻

余な
ご
り波　

壱
編
／
森
戸

錫

太

郎

蔵

版

／T
O

K
IO

: Y
.T

.R. M
O

RIT
O

. / N
O

. 34 
M

U
RA

M
A

T
SU

CH
O

. / 1885.

」。「
英　

王
堂
蔵
書
」
は
英
国
人
日

本
研
究
家
バ
ジ
ル
・
ホ
ー
ル
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
の
蔵
書
印
で
す
。

標
題
紙
裏
の
口
絵
（
桜
蝶
国
峯
画
）
中
央
に
「
森
戸
氏
蔵
版
印
」

（
朱
文
方
印
）。
題
字
「
采
風
備
貌　

団
州
居
士
題
（
白
文
方
印
：
劇
場

外
史
）」。
序
（
和
文
、
匡
郭
上
部
余
白
にPREFA

CE

）
末
尾
「
明

治
十
八
年
四
月　

痴
囊
諧
史
（
朱
印
：
痴
囊
）」。
編
者
序
（
和
文
、
匡

郭
上
部
余
白
にPREFA

CE

）
末
尾
「
明
治
十
八
年
五
月　

編
者
識
」。
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奥
付
（
五
三
ウ
）
は
二
編
（
岡
本
昆
石
編
輯
・
鮮
斎
永
濯
図
画
）
目

録
の
あ
と
に
「
明
治
十
八
年
一
月
廿
四
日
版
権
免
許　

同
十
八
年
十
月

出
版　

編
輯
人　

東
京
府
士
族　

岡
本
経
朝　

芝
区
愛
宕
下
町
一
丁
目

一
番
地　

同
森
戸
錫
太
郎　

日
本
橋
医
区
村
松
町
三
十
四
番
地　

発
売

人　

同
万
字
屋
錫
太
郎　

同
」。
最
終
丁
に
大
取
次
（
五
名
）、
東
京
大

売
捌
（
四
九
名
）、
府
外
大
売
捌
（
二
一
名
）
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

3９　

英
語
図
解　
　

福
田
熊
次
郎
画

明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
）
三
月　

皇
都
出
版
社
刊　

折
本　

一

帖
福
田
熊
次
郎
は
明
治
一
〇
年
代
か
ら
活
躍
し
た
浮
世
絵
師
で
す
。
明

治
初
期
の
絵
入
り
英
単
語
書
と
し
て
は
、
身
近
な
文
物
や
日
常
語
彙
を

絵
解
き
し
た
『
英
学
童
観
抄
』、
開
成
所
刊
行
『
英
語
単
語
篇
』
を
絵

解
き
し
た
市
川
清
流
編
『
英
国
単
語
図
解
』
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

挿
絵
は
い
ず
れ
も
無
署
名
で
す
。

本
書
は
名
の
あ
る
浮
世
絵
師
が
木
版
多
色
刷
り
の
腕
を
生
か
し
た
英

単
語
書
と
し
て
、
ま
た
、
日
常
語
彙
だ
け
で
な
く
、
国
会
開
設
の
詔

（
明
治
一
四
年
）
以
来
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
近
代
国
家
の
諸
機
構
、

諸
施
設
を
も
分
か
り
や
す
く
絵
解
き
し
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
ま
す
。

す
な
わ
ち
、
宮
内
省
（Im

perial-household

）、
文
部
省

（D
epartm

ent of education

）、
大
蔵
相
（Finance-departm

ent

）、

内
閣
（Privy-council

）、
陸
軍
省
（W

ar-departm
ent

）、
外
務
省

（Foreign-offi
ce

）、
工
部
省
（Public w

orks departm
ent

）、
郵
便

局
（Post offi

ce

）、
税
関
（Cutom

 house

）、
府
庁
（T

ow
n hall

）、

県
庁
（T

ow
n hall

）、
公
使
館
（Legation

）
な
ど
の
絵
解
き
で
す
。

書
誌
は
次
の
通
り
で
す
。
題
簽
（
中
央
）「
英
語
図
解
」。
表
紙
に

「
皇
都
」「
出
版
」「
社
」
の
エ
ン
ボ
ス
加
工
文
字
。
多
色
木
版
。
両
面

印
刷
。
見
開
き
左
右
各
三
小
図
、
表
裏
合
計
六
〇
小
図
。「
御
届
明
治

二
十
年
三
月
十
五
日
」。「
画
工
兼
出
版
人　

日
本
橋
区
長
谷
川
町
十
九

番
地　

福
田
熊
次
郎
」。「
皇
都
出
版
社
発
兌
」。
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お
わ
り
に）

19
（

こ
の
講
演
の
は
じ
め
に
申
し
上
げ
ま
し
た
明
治
一
五
〇
年
を
、
一
七

七
〇
年
代
の
世
界
史
と
文
明
の
転
換
と
い
う
二
つ
の
視
点
か
ら
考
え
る

こ
と
の
意
義
に
、
も
ど
り
ま
し
ょ
う
。

実
は
「
文
明
」
と
い
う
言
葉
は
古
く
か
ら
中
国
や
日
本
に
あ
り
、
世

の
中
が
文あ

や

な
し
て
明
る
く
光
る
状
態
を
意
味
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
観

光
」
と
は
そ
う
し
た
状
態
の
国
を
訪
れ
、
そ
の
国
の
光
（
文
明
）
を
観

る
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
明
治
初
期
に
使
用
さ
れ
た
「
開
化
」
あ
る

い
は
「
文
明
開
化
」
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
（
科
学
技
術
か
ら
社
会
制
度

ま
で
）
の
導
入
を
意
味
し
、「
文
明
」
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
の
み
を
指

し
て
い
ま
し
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
当
時
、
文
明
は
自
文
明
だ
け
と
考
え
ら
れ
、
エ

リ
ー
ト
の
大
多
数
は
宣
教
師
も
含
め
て
、
非
文
明
す
な
わ
ち
未
開
の
地

域
・
諸
国
を
開
化
す
る
使
命
感
に
燃
え
て
い
ま
し
た
。
文
明
史
観
と
植

民
地
経
営
は
一
体
の
も
の
で
し
た
。
一
九
世
紀
の
中
頃
か
ら
、
欧
米
で

「
文
明
」
の
語
を
普
及
さ
せ
る
の
に
最
も
貢
献
し
た
の
は
、
エ
リ
ー
ト

教
育
の
教
科
書
と
し
て
盛
ん
に
使
わ
れ
て
い
た
フ
ラ
ン
ス
の
歴
史
家
ギ

ゾ
ー
の
『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
史
』（
フ
ラ
ン
ス
語
初
版
、
一
八
三
八
）

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
教
科
書
は
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
過
激
主
義
を
否
定

し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
社
会
制
度
の
連
続
性
に
文
明
の
本
質
を
み
る
穏

健
保
守
の
立
場
か
ら
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
非
文
明
世
界
、
植
民
地
へ

の
視
点
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

「
文
明
」
を
意
味
す
る
英
語
のcivilization

は
フ
ラ
ン
ス
語
起
源
で

す
。
フ
ラ
ン
ス
語
のcivilisation

が
初
め
て
生
ま
れ
た
の
は
古
い
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
ミ
ラ
ボ
ー
伯
が
著
書
『
人

類
の
友
』（
一
七
五
七
）
の
な
か
で
、
キ
リ
ス
ト
教
的
道
徳
に
も
と
づ

く
礼
節
と
い
う
意
味
で
使
っ
た
の
が
最
初
で
す
。
し
か
し
、
ミ
ラ
ボ
ー

伯
は
一
七
六
〇
年
に
は
進
化
（évolution

）
の
観
念
と
結
び
つ
け
、

「
社
会
的
文
化
的
進
化
の
歴
史
過
程
」
の
意
味
で
使
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
日
本
は
一
七
七
〇
年
代
に
、
蘭
学
の
勃
興
に
よ
り
、
本

朝
、
唐
、
天
竺
の
文
明
を
脱
却
し
て
、
西
洋
文
明
を
第
四
の
文
明
と
し

て
発
見
し
た
と
申
し
ま
し
た
が
、
い
う
ま
で
も
な
く
本
朝
は
神
道
、
唐

は
儒
教
（
当
時
は
儒
道
と
い
い
ま
し
た
）、
天
竺
は
仏
教
（
仏
道
）
を

意
味
し
ま
す
。
鎖
国
下
、
キ
リ
ス
ト
教
は
禁
教
で
し
た
の
で
、
蘭
学
者

の
仕
事
は
西
洋
文
明
と
言
っ
て
も
、
科
学
技
術
や
海
外
情
報
を
利
用
厚

生
（
用
を
利
し
て
生
を
厚
く
す
る
）
と
日
新
（
日
々
新
た
な
り
）
と
い

う
二
つ
の
儒
教
的
観
念
の
も
と
に
摂
取
す
る
こ
と
で
し
た
。
蘭
学
者
の

多
く
は
儒
医
で
し
た
。
利
用
厚
生
と
日
新
は
分
野
を
問
わ
ず
漢
籍
を
幅

広
く
学
び
研
究
す
る
指
導
理
念
で
し
た
の
で
、
そ
れ
を
蘭
学
に
適
用
し

た
わ
け
で
す
。
蘭
学
は
儒
学
の
知
的
世
界
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
蘭

学
者
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
「
文
明
」
の
進
化
史
観
の
外
に
あ
り
ま
し

た
。
蘭
書
の
テ
キ
ス
ト
の
読
み
方
も
方
法
的
に
は
漢
籍
の
読
み
方
と
同
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様
で
し
た
。

幕
府
が
開
国
後
、
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
に
設
置
し
た
西
洋
文
明

研
究
教
育
機
関
は
当
初
、
準
備
段
階
で
「
洋
学
所
」
と
呼
ば
れ
ま
し
た

が
、
最
終
的
に
「
蕃
書
調
所
」
と
正
式
に
命
名
さ
れ
ま
し
た
。
文
化
八

年
（
一
八
一
一
）
天
文
台
に
置
か
れ
高
橋
景
保
が
主
任
を
つ
と
め
た

「
蛮
書
和
解
御
用
」
に
な
ら
っ
た
も
の
で
す
。
開
国
と
言
っ
て
も
依
然

と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
禁
教
下
で
す
の
で
、
当
然
と
言
え
ば
当
然
で
す

が
、「
蛮
書
」
の
歴
史
的
意
味
は
意
外
に
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。　

蘭
学
は
そ
も
そ
も
杉
田
玄
白
が
『
蘭
学
事
始
』
で
言
う
よ
う
に
、
自
称

で
し
た
。
国
学
者
や
儒
者
は
「
蛮
学
」
と
呼
び
ま
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
語

は
「
蛮
語
」、
蘭
書
は
「
蛮
書
」、
オ
ラ
ン
ダ
人
は
「
蛮
人
」
で
し
た
。

「
蕃
書
調
所
」
頭
取
（
校
長
）
は
蘭
学
者
で
は
な
く
、
儒
者
の
古
賀
勤

一
郎
で
し
た
。

し
か
し
、
幕
府
は
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）、
西
洋
文
明
の
本
格
的

な
研
究
教
育
の
た
め
に
「
蕃
書
調
所
」
を
組
織
改
革
し
て
「
洋
書
調

所
」
と
改
称
し
、
蘭
学
か
ら
英
学
・
仏
学
へ
と
転
換
し
ま
し
た
。
日
本

最
初
の
英
和
辞
書
『
袖
珍
英
倭
対
訳
辞
書
』
は
阿
蘭
陀
通
詞
堀
達
之
助

と
そ
の
協
力
者
の
手
に
な
る
と
は
い
え
、「
洋
書
調
所
」
が
同
年
に
刊

行
し
ま
し
た
。
攘
夷
の
吹
き
荒
れ
る
中
で
し
た
が
、
英
学
、
仏
学
は
洋

学
と
呼
ば
れ
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
は
西
洋
文
明
を
摂
取
す
る
上
で
必

須
の
外
国
語
と
な
っ
た
の
で
す
。

時
代
は
英
仏
通
商
条
約
（
一
八
六
〇
）
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
世

界
的
な
自
由
貿
易
体
制
の
成
立
期
で
し
た
。
英
仏
両
語
が
文
明
語
と
し

て
世
界
を
席
巻
し
て
い
た
時
代
で
す
か
ら
、
幕
府
の
選
択
は
当
然
の
こ

と
で
し
た
。

明
治
一
五
〇
年
を
迎
え
た
今
年
、
西
洋
文
明
の
発
見
か
ら
西
洋
文
明

へ
の
転
換
を
経
て
今
日
ま
で
の
歴
史
を
洋
学
二
五
〇
年
と
し
て
、
考
え

直
す
こ
と
を
た
だ
提
起
す
る
だ
け
で
、
こ
の
講
演
を
終
え
る
わ
け
で
す

が
、
最
後
に
ひ
と
こ
と
付
け
加
え
れ
ば
、
本
朝
、
唐
、
天
竺
の
三
大
文

明
観
の
も
と
に
生
き
て
い
た
日
本
の
知
識
人
が
西
洋
文
明
を
発
見
し
た

と
き
の
好
奇
心
の
強
さ
、
視
野
の
広
さ
、
そ
の
学
問
の
総
合
性
、
実
証

性
、
彼
ら
の
利
用
厚
生
の
精
神
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

註（
（
）
本
稿
は
平
成
三
〇
年
一
一
月
一
五
日
、
神
田
外
語
大
学
に
お

い
て
、
同
テ
ー
マ
の
展
示
（
同
年
一
一
月
一
日
～
一
六
日
、
同
大

学
附
属
図
書
館
に
お
い
て
開
催
）
の
解
題
目
録
（
本
稿
筆
者
文

責
）
を
配
布
し
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

よ
っ
て
行
っ
た
講
演
内
容
を
補
足
し
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
）［Pierre Claude Lejeune,

］ O
bservations critiques et 

philosophiques sur le Japon, et sur les Japonais. 
A

m
sterdam

, K
napen &

 fils, （111.  

本
書
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館

長
テ
ィ
チ
ン
グ
手
沢
本
が
東
京
大
学
総
合
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
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（
図
書
番
号A

（11/11

）。
東
京
帝
国
大
学
附
属
図
書
館
が
関
東

大
震
災
で
蔵
書
を
焼
失
し
た
あ
と
の
収
蔵
書
で
あ
ろ
う
。
テ
ィ
チ

ン
グ
は
一
七
七
九
年
か
ら
八
四
年
に
か
け
て
三
期
、
商
館
長
を
勤

め
た
後
、
八
五
年
か
ら
九
二
年
ま
で
ベ
ン
ガ
ル
長
官
と
し
て
イ
ン

ド
の
チ
ン
ス
ラ
に
在
勤
。
一
七
九
三
年
に
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会

社
の
遣
清
大
使
と
し
て
乾
隆
帝
に
謁
見
し
た
。
テ
ィ
チ
ン
グ
は
自

分
の
日
本
で
の
見
聞
に
基
づ
き
、
本
書
の
日
本
の
風
俗
や
芝
居
に

関
す
る
記
述
を
訂
正
し
た
。
巻
末
に
「
本
書
は
中
国
で
奉
使
旅
行

中
に
通
読
し
た
。
暴
論
に
過
ぎ
る
と
こ
ろ
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
の

で
、
注
を
書
き
加
え
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
一
七
九
六
年
一
月
一

〇
日
、
広
東
に
て
、I.

テ
ィ
チ
ン
グ
」
と
記
し
て
い
る
。
一
方
、

原
敬
は
い
つ
の
こ
と
か
パ
リ
滞
在
中
に
セ
ー
ヌ
河
畔
の
古
本
屋
で

本
書
の
一
本
を
見
つ
け
た
。
そ
れ
を
も
と
に
、
蜷
川
新
が
大
正
時

代
に
「
日
本
人
の
徳
義
」「
日
本
人
の
悪
徳
」「
日
本
人
と
英
国
人

と
の
間
の
相
似
点
」
の
三
章
を
抄
訳
し
、『
古
き
外
人
の
観
た
る

日
本
国
民
性
』（
拓
殖
新
報
社
、
一
九
二
一
）
と
題
し
て
出
版
し

て
い
る
。
原
敬
は
本
書
を
「
日
本
人
の
道
義
心
の
高
き
を
称
揚
し

日
本
人
の
絶
対
に
平
和
を
愛
好
す
る
国
民
な
る
を
述
べ
た
も
の
」

（
同
訳
書
の
序
文
）
と
し
て
珍
蔵
し
て
い
た
。
蜷
川
は
前
書
き
の

「
本
原
書
の
内
容
」
で
「
友
人
た
る
蘭
人
某
氏
の
調
査
の
結
果
、

古
き
一
蘭
人
宣
教
師
の
著
作
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
」
と
す
る

が
、
誤
り
で
あ
る
。

（
1
）
光
太
夫
の
ロ
シ
ア
文
字
の
伝
存
状
況
に
つ
い
て
は
、
鈴
鹿
市

光
太
夫
記
念
館
の
代
田
美
里
学
芸
員
の
ご
教
示
に
よ
る
。

（
1
）
嘉
永
年
間
に
第
二
次
福
寿
草
ブ
ー
ム
が
あ
っ
た
。
嘉
永
年
間

の
彩
色
写
本
「
七
五
三
福
寿
草
写
生
」（
山
本
読
書
室
資
料
）
は

七
福
神
、
鶴
亀
松
竹
梅
の
五
種
に
柿
本
人
麻
呂
、
玉
津
姫
、
山
部

赤
人
の
三
人
を
加
え
た
一
五
の
絵
柄
の
染
付
鉢
に
生
け
ら
れ
た
福

寿
草
を
描
い
て
い
る
。

（
1
）
杉
浦
三
郎
兵
衛
は
そ
の
蘭
学
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
み
ず
か

ら
編
集
し
た
『
和
蘭
及
外
国
関
係
図
書
并
物
品
目
録
』（
杉
浦
丘

園
編
、
杉
浦
雅
楽
堂
、
一
九
二
一
、
追
加
目
録
と
も
）
に
記
載
し

た
。
ま
た
、
同
時
に
（
一
九
二
一
年
一
〇
月
二
二
日
）、
京
都
市

岡
崎
公
園
内
の
京
都
府
立
図
書
館
で
「
和
蘭
会
」
と
名
付
け
た
展

示
を
行
い
、
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
の
「
和
蘭
使
臣
観
劇
感
賞

文
」
な
ど
愛
蔵
品
の
「
和
蘭
会
記
念
絵
葉
書
」
三
枚
を
配
布
し

た
。
な
お
、
附
属
図
書
館
の
展
示
で
は
『
和お

ら
ん
だ蘭

文も

字じ

早は
や

読よ
み

伝で
ん

授じ
ゅ

』

を
蘭
学
資
料
ケ
ー
ス
に
展
示
し
、
展
示
解
題
目
録
で
は
1
番
と
し

た
が
、
本
講
演
で
は
こ
の
順
序
で
話
題
と
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

こ
の
講
演
録
と
展
示
解
題
目
録
で
は
資
料
番
号
が
一
致
し
な
い
。

（
1
）
松
田
清
・
益
満
ま
を
「
神
田
佐
野
文
庫
所
蔵　

宇
田
川
榕

菴
・
辻
蘭
室
筆
『
彩
色
ジ
ャ
ワ
植
物
図
譜
』
に
つ
い
て
」
本
誌
所

収
、
111
頁
（
⒃
頁
）、
11（
頁
（
⒇
頁
）
頁
お
よ
び
註
（
11
）
参
照
。

（
1
）
掲
載
の
写
真
は
袋
綴
じ
の
原
本
を
解
本
し
て
丁
の
表
裏
を
撮
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 洋学貴重資料にみる絵と言葉―江戸から明治へ―

影
し
た
も
の
。

（
1
）
ポ
ン
ペ
は
主
と
し
て
、
ボ
ッ
ク
『
人
体
解
剖
学
提
要
』
オ
ラ

ン
ダ
語
版
（C. E. Bock, H

and-A
tlas der ontleedkunde 

van den m
ensch. A

m
sterdam

, （111.

）
に
よ
っ
て
、
講
義
録

を
ま
と
め
た
。

（
1
）「
東
洋
道
徳
と
、
西
洋
芸
術
と
、
精
粗
遺
さ
ず
、
表
裏
兼
該

し
、
因
り
て
以
て
民
物
に
沢
し
、
国
恩
に
報
ず
る
は
、
五
の
楽
な

り
」（
原
漢
文
）『
省せ

い

諐け
ん

録ろ
く

』（
安
政
元
年
冬
成
、
明
治
四
年
刊
）。

（
（1
）
土
屋
は
明
治
初
年
に
養
生
所
の
後
身
で
あ
る
長
崎
医
学
校
の

教
官
を
つ
と
め
た
。

（
（（
）
以
下
に
紹
介
し
た
英
学
資
料
の
資
料
番
号
、
整
理
番
号
、
寸

法
は
、
省
略
し
た
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
松
田
清
編
「
神
田
佐

野
文
庫
若
林
正
治
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
英
学
資
料
目
録
」（
二
〇
一
八

年
一
一
月
一
日
、
電
子
版
、
神
田
外
語
大
学
附
属
図
書
館
神
田
佐

野
文
庫
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載https://kuis.libguides.com

/
ld.php?content_id=11111111

）
参
照
。

（
（1
）
本
書
は
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
（111.11./P111f

）。
堀
達

之
助
の
英
文
序
文
（'H

O
RI T

A
SN

O
SK

A
Y

. Y
ED

O
, 

septem
ber 11 th （111.'

）
が
あ
る
。Cf.　

http://dl.ndl.
go.jp/info:ndljp/pid/（111111

（
（1
）
本
書
は
初
刷
り
で
は
な
く
後
刷
り
。
本
木
昌
造
が
万
延
元
年

（
一
八
六
〇
）
に
出
版
し
た
蘭
英
和
対
訳
『
蕃
語
小
引
』
は
、
欧

文
、
和
文
と
も
鋳
造
活
字
で
あ
る
。

（
（1
）
こ
の
ラ
イ
デ
ン
版
『
大
学
』
は
欧
州
で
初
め
て
漢
文
訓
読
法

を
紹
介
し
た
文
献
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
れ
よ
り
一
〇

年
前
に
、
ホ
フ
マ
ン
は
シ
ー
ボ
ル
ト
が
日
本
か
ら
持
ち
帰
っ
た
賀

来
佐
之
・
伊
藤
圭
介
録
『
日
本
植
物
目
録
』
改
訂
稿
、
お
よ
び
伊

藤
圭
介
収
集
の
日
本
植
物
標
本
を
も
と
に
、
ホ
フ
マ
ン
、
ス
ヒ
ュ

ル
テ
ス
編
『
日
中
植
物
名
彙
』（J. H

offm
ann et H

. Schultes, 
N

om
s indigènes d’un choix de plantes du Japon et de la 

C
hine. Paris, Im

prim
erie im

périale, （111. /　

Journal 
A

siatique, O
ct.-N

ov. （111, V
ol. X

X
, pp. 111-111.

）
を
発
表

し
、
日
本
植
物
の
漢
名
を
欧
州
に
初
め
て
本
格
的
に
紹
介
し
た
。

賀
来
佐
之
の
貢
献
は
伊
藤
圭
介
の
陰
に
隠
れ
て
長
い
間
埋
れ
た
ま

ま
で
あ
っ
た
。

（
（1
）『
変
身
物
語
』（O

vid, M
etam

orphoses 1:111.

）。

（
（1
）
蕃
書
調
所
が
文
久
元
年
に
復
刻
し
た
活
版T

he Elem
entary 

Catechism
us. English gram

m
ar.

は
開
成
所
に
引
き
継
が
れ

て
版
を
重
ね
、
慶
応
二
年
に
は
第
五
版
を
数
え
た
。
若
林
正
治
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
第
五
版
に
は
「
加
州
軍
艦
局
文
庫
之
記
章
」
印
が

あ
る
。

（
（1
）
本
書
の
原
典
は
未
詳
。
ド
イ
ツ
語
圏
で
フ
ラ
ン
ス
語
や
英
語

の
単
語
を
生
徒
に
教
授
す
る
た
め
に
出
版
さ
れ
た
、
お
そ
ら
く
カ

ラ
ー
石
版
図
入
り
の
教
科
書
と
推
定
さ
れ
る
。
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（
（1
）
俳
句
は
上
下
二
冊
で
、
都
合
二
〇
句
を
掲
げ
る
。

（
（1
）
講
演
で
は
時
間
的
制
約
の
た
め
断
片
的
な
発
言
に
終
わ
っ
た

も
の
を
、
以
下
に
展
開
し
た
。


